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評価調査結果要約表 

１．案件の概要 
国名：中華人民共和国 案件名：四川省震災後森林植生復旧計画プロジ

ェクト 
分野：自然環境保全-荒廃地回復  援助形態：技術協力プロジェクト 
所轄部署：地球環境部 協力金額：5.8 億円 
協力期間 2010 年 2 月 1 日 ～ 

2015 年 1 月 31 日 （5 年間） 
（R/D）2009 年 11 月 3 日 
 

先方関係機関（C/P 機関）：四川省林業庁、四

川省林業調査規画院、四川省林業科学研究院、

四川省林業幹部学校、汶川県林業局、北川県林

業局、綿竹市林業局、（2012 年度より）茂県林

業局及び彭州市林業局 
日本側協力機関：農林水産省林野庁、独立行政

法人森林総合研究所 
他の関連協力： 

１－１ 協力の背景と概要 

中華人民共和国（以下｢中国｣と記す）四川省汶川県において 2008 年 5 月 12 日に発生した

四川大地震は、マグニチュード 8.0 という未曽有の規模で、建物や道路、ライフライン等の住

民の生活基盤のみならず、森林植生にも多大な被害を与えた。地震による森林の被害面積は約

33 万 ha にのぼり、被災森林は、その後も地すべり、土石流、山腹崩壊、落石など災害が起こ

りやすい危険な状態となっている。また、震災の被災地はパンダ等の希少野生生物の主要な生

息地であることに加え、長江上流域の重要な水源地にもなっていることから、森林の植生回復

による生態系や水源涵養機能の回復、土石流等の二次災害の防止等を図ることが急務となって

いる。この震災に対し、中国政府は「国家汶川地震復興再建総体計画」を発布し、これに照ら

し四川省政府は「四川地震災害後林業生態回復と再建計画」を制定し、森林の植生回復に取り

組むこととした。 
独立行政法人国際協力機構（JICA）による四川省に対する林業分野の協力については、2000

年 7 月から 2005 年 6 月の 5 年間、技術協力プロジェクト「四川省森林造成モデル計画」等が

実施され、一定の成果を挙げてきたものの、今回の四川大地震に伴う森林被害では、被災地域

の地理的条件が多様なためそれぞれの条件に対する的確な対策の見極めが難しくなっている。

また、これまで中国では経験したことがない規模の森林植生破壊であったため、植生回復の技

術や管理能力が不足している状況にある。 
 このような背景から、四川大地震により被災した森林の復旧事業を行うための四川省関係機

関の技術能力の向上を図ることを目的として、「四川省震災後森林植生復旧計画プロジェクト」

（以下｢プロジェクト｣と記す）が四川省林業庁から中国政府を通じてわが国政府へ要請され

た。これを受け、JICA は 2010 年 2 月より 2015 年 1 月までの 5 年間、四川省林業庁をカウン

ターパート（C/P）機関として、①プロジェクトエリアにおける森林復旧計画の策定、②試験

施工を通じた森林復旧技術の実証・体系化、③技術研修を主要な成果とする本件を開始した。

 
１－２ 協力内容 

本プロジェクトは、四川省林業庁を C/P 機関として、被災森林植生の復旧計画の策定、主要

な復旧工法に係る技術体系の確立、復旧事業を行うための技術研修の内容・体制の強化により、

関係機関の技術能力の向上を目指すものである。 
(1) 上位目標 

四川省の震災跡地において、被災森林植生の復旧事業が持続的・自立的に行われる。 
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(2) プロジェクト目標 
プロジェクトエリアにおける௦表的な被災森林植生の復旧事業にᦠわる関係機関の技

術能力が向上する。 
(3) 成果 
成果 1．プロジェクトエリアにおける௦表的な被災森林植生の復旧計画が策定される。 
成果 2．被災森林植生の主要な復旧工法に係る技術体系が確立される。 
成果 3．被災森林植生の復旧事業を行うための技術研修の内容・体制が強化される。 

(�) ᢞධ 
日本側ᢞධ： 
・長期ᑓ㛛家：合計 176 00 （2015 年 1 月プロジェクト⤊஢までの見㎸み） 

 1.チーフアドࣂイࢨー/἞山計画   59 00  
 2.἞山タ計/἞山施工             59 00 
 3.研修/業務調ᩚ                 58 00 

・▷期ᑓ㛛家：合計  8.500 （201� 年 8 月ᮎ⌧ᅾ） 
 � 分野（἞山計画、἞山タ計、἞山施工管理、἞山技術基‽）ᑓ㛛家 5 名  

・㈨機ᮦ౪与： 9�191 万円（四㥑㌴ � プ㌴ࢵクアࢵࣆ、ྎ � PC、࢜デࣅ、ྎ 等） 
・ᅾእ強化㈝：2 億 5�07� 万円（2009 年度～201� 年度➨１四༙期までの実⦼） 

試験施工㈝、技術研修㈝ 
・C/P 本㑥研修：6� 名（プロジェクト C/P は 3� 名、その他関係⪅ 30 名）  

 
中国側ᢞධ： 
・C/P 㓄⨨：�9 名（201� 年 8 月ᮎ⌧ᅾ） 

内ヂ：事業管理 20 名、἞山計画 12 名、἞山 㔞・タ計・施工 13 名、研修 2 名、 
通ヂ 1 名、㐠㌿ᡭ 1 名 

・ண⟬ᥐ⨨ 合計 1��83 万ඖ（2 億 6�38� 万円）  
（C/P 活ື㈝、プロジェクト事務所㈝⏝、通ヂ、㐠㌿ᡭ人件㈝等） 

・内ヂ：2010 年度 3�1 万ඖ（6�072 万円）、2011 年度 1�6 万ඖ（2�593 万円）、2012 年度

67 万ඖ（1�195 万円）、2013 年度 865 万ඖ（1 億 5�378 万円）、201� 年度見㎸み 
6� 万ඖ（1�1�5 万円） 

・プロジェクト事務所：� カ所 
（四川省林業庁、汶川県林業局、北川県林業局、綿竹市林業局） 

ὀ：ඖから円への᥮⟬は、17.786� 円/ඖ：JICA ⤫制ࣞート（201� 年 10 月）を㐺⏝。 
 

㸰．評価調査ᅋの概要 
調査⪅ 日本側 

Ặ名 分野 所ᒓ 

஬関 一༤ 総ᣓ/ᅋ長 JICA 地球環境部 技術ᑂ㆟ᙺ 

ị見 ❶ ἞山技術 
林野庁 森林ᩚഛ部 計画ㄢ ᾏእ林業協力ᐊ 
ᾏእ指ᑟ⌜ ㄢ長⿵బ 

⏣中 㔛⨾ 協力௻画 
JICA 地球環境部 森林・自然環境グループ自然

環境➨一チー࣒ 

㧗ᶫ ెᏊ 評価分ᯒ 有㝈఍♫ <¶V   ࢫ࢕フ࢜ング࢕ࢸルࢧンࢥ
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中国側 
Ặ名 分野 所ᒓ 

๽ 立㌷ ᅋ長/総㈐௵⪅ 国家林業局対እ合స㡯目中ᚰ ๪主௵ 

ᮤ ᬡΎ ᅋ ဨ 四川省林業科学研究院 研究ဨ 

ᮤ ᝋ ᅋ ဨ 四川省林業調査規画院 工⛬ᖌ 
 

調査期間 201� 年 9 月 12 日～201� 年 9 月 23 日 評価✀㢮：⤊஢᫬評価 
㸱．評価結果の概要 
㸱－１ ᐇ⦼の☜ㄆ 

㸱㸫１㸫１ プロジェクト目標の実⦼ 
プロジェクト目標は、᪤に㐩成されている。 

プロジェクトの技術を౑⏝した被災森林植生復旧工事（試験施工地及び独自施工）の面

積合᱁⋡については、汶川県は 69.��、北川県が 99.7㸣、綿竹市が 97.8�、彭州市が 100�
であった。汶川県を㝖いた 3 つの市県で目標್を㐩成した。未㐩成となった汶川県は、生

⫱環境がཝしい஝⇱流域にᒓし、活╔⋡がపくなった。ྛプロジェクトエリアでの独自施

工は、汶川県は 20.28 ha、北川県 20.01 ha、綿竹市 59.05 ha に及び、目標್の「1 ha 以上実

施」を大ᖜに上回った。 
これらの施工では、ྛ市県林業局が、復旧工事実施⟠所の㑅定等の௻画をᢸい、省林業調

査規画院、省林業科学研究院、ྛ林業局が調査・タ計をᢸい、林業局、林業ࢸࢫーࣙࢩン

等が施工┘╩をᢸっており、C/P 機関の被災森林植生復旧事業に係る技術能力が向上したこ

とが確ㄆされた。 
 
㸱㸫１㸫㸰 成果の実⦼ 

(1) 成果 1 の実⦼ 
成果 1 は、᪤に㐩成されている。 

パイロࢵトࢧイト（北川県᧧㰘㙠、綿竹市Ύᖹ㙠、汶川県ጾ州㙠）の被災森林植生復旧

計画が策定され、➨ 1 回合ྠ調ᩚጤဨ఍（JCC）でᢎㄆされた。たࡔし、綿竹市のパイロ

イトではࢧトࢵ 2010 年大規模な土石流が発生し、㑅定したࢧイトでの復旧計画が活⏝で

きなくなった。試験施工地はパイロࢵトࢧイトእで᪂たに㑅定し、施工した。 
 

(2) 成果の実⦼ 
成果 2 は、᪤に㐩成されている。 

プロジェクトエリアの C/P 機関 3 市県林業局は、2013 年ᮎまでに試験施工地をそれぞ

れ 5 ha 以上᏶成さࡏている。内ヂは、汶川県 5.0� ha（� カ所）、北川県 5.02 ha（3 カ所）、

綿竹市 8.27 ha（3 カ所）でプロジェクトエリアの試験施工地は合計 10 カ所となった。ま

た、プロジェクトの C/P によって策定された技術指㔪（中国ㄒでは「地方標‽」）「林業

἞山調査規画タ計技術規⛬」が、四川省ရ㉁技術┘╩局の 201� 年 7 月 2� 日ᢈ෸බ࿌（201�
年➨ 5 ྕ）により、7 月 25 日ᢈ෸、201� 年 9 月 1 日実施、としてබ布されたことを確ㄆ

した。 
 

(3) 成果 3 の実⦼ 
成果 3 は࡯ぼ㐩成されている。 

研修カリ࢟ュラ࣒及びࢫ࢟ࢸトは、これまで省林業幹部学校でプロジェクトが実施した

17 回の林業἞山研修ࡈとにస成・ᨵゞされており、プロジェクト᭱後の研修ࢥー201）ࢫ�
年 10 月➨ 18 回と 11 月➨ 19 回）で᏶成のண定となっている。林業἞山の総合ࢫ࢟ࢸトは
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⌧ᅾ⦅㞟స業中であり、᏶成し次➨省林業庁によってᢎㄆされる見通しである。2 つの研

修ࢥーࢫ「林業἞山技術⪅養成研修」及び「林業἞山ᬑ及研修」には林業἞山技術がᑟධ

されている。また、林業幹部学校が独自に実施した研修のカリ࢟ュラ࣒の中に林業἞山技

術がᑟධされており、かつ C/P の研修ㅮᖌも 7 名が⫱成されㅮ⩏を実施している。 
 
㸱－２ ホ౯⤖ᯝの要⣙ 

(1) ጇᙜᛶ 
プロジェクトは⌧ᅾでもጇᙜである。 

本プロジェクトは、四川大地震後に中国政府が発布した「国家汶川地震復興再建総体計

画（2008 年 9 月 19 日බ布）」に照らし、四川省政府が制定した「汶川地震災害後林業生態

回復再建計画」による、森林の植生回復への取り組みのため、関係機関の技術能力向上を

図る目的で開始されたプロジェクトであり、⌧ᅾでも被災森林の植生復旧は᏶஢していな

い。また、2013 年 � 月に発生した四川省㞞Ᏻ市ⰱ山地震の復旧計画に「林業἞山技術」の

㐺⏝をỴ定し、ᚲ要な林業἞山ண⟬を確保したことから、地域・♫఍の被災森林復旧ニー

  。はさらに㧗まっているࢬ
201� 年 9 月四川省林業庁が、国家政策「生態ᩥ᫂建タ」（生態環境を重どする開発政策）

を受けて策定した「四川省林業生態ᩥ᫂建タ計画要⥘（201�-2020）」でも、林業἞山技術

はモデルと位⨨࡙けられ、生態環境政策とのᩚ合ᛶも㧗い。また、日本の対中国経῭協力

計画にも合⮴している。日本の技術のඃ位ᛶでは、土ᮌ工事と造林を組み合わࡏて施工す

る἞山技術は未▱の㡿域の技術であった。 
 

(2) 有ຠᛶ 
有ຠᛶは㧗い。 

計画された 3 つの成果、≉に成果 2 における試験施工を通じた実㊶、及び成果 3 の἞山

技術⪅養成研修によるプロジェクト目標㐩成への㈉⊩度は㧗い。さらに目標㐩成の≉➹す

べき㈉⊩要ᅉとして、12 カ所に及ࡪ試験施工地が「林業἞山モデル」として機能したこと

が挙げられる。試験施工地をモデルとするアプローチは、この「林業἞山モデル」によっ

て、中国の林業部㛛においては経験のなかった土ᮌ的ᡭ法と⥳化的ᡭ法を組み合わࡏた被

災森林植生復旧へと、林業関係⪅及び省・市・県幹部のㄆ㆑を大きくኚえた。このことが、

プロジェクト目標の指標 2. 市県林業局によるプロジェクトの技術を౑⏝した独自施工面

積のᩘ್目標を大ᖜに上回る㈉⊩要ᅉとなった。 
 

(3) ຠ⋡ᛶ 
ຠ⋡ᛶは中⛬度である。 

ྛ成果の㐩成状況においては、ᢞධに照らして≉にຠ⋡ᛶが㧗いものは「成果 2」であっ

た。㈉⊩要ᅉとして、市県林業局 C/P 機関と省及び市県技術系 C/P、日本人ᑓ㛛家の㞟中的

ᢞධにより、林業἞山の試験施工がຠ果的に㐍ࡔࢇ。また、中国側の経験が生かされ、地

ඖのఏ⤫的技術、地ඖの⇍⦎⪅の᥇⏝、地ඖの㈨ᮦを౑⏝したࢫࢥトのపῶは、ຠ⋡ᛶを

㧗めた。また、成果 3 では、四川省林業幹部学校が先行した JICA プロジェクトの C/P 機関

でもあり研修管理のࣀウࣁウが活⏝された。ྛᢞධの㐺ษᛶとして、C/P 㓄⨨については、

被災市県林業局 C/P 機関は人ဨ不足のなか᭱大㝈のດ力がなされた。ᑓ㛛家ὴ㐵について

は、἞山タ計/἞山施工長期ᑓ㛛家が 1 名で 3 市県での重」した施工⌧ሙ指ᑟはᅔ難であっ

た。日本からの౪与機ᮦは、㌴୧等はおおむࡡ㐺ษに౑⏝されているものの、四川省林業

庁等、市県林業局に౪与されたࣅデ࢜カ࣓ラ 9 ྎは、機ᮦの㑅定にㄢ㢟があった。本㑥研

修では、経験のない林業἞山事業の全体的理ゎに㈉⊩したが、一部の研修ဨはᖐ国後プロ

ジェクト活ືから㞳れた⪅、活ືへの関与がపい⪅、C/P 以እの研修ဨも༙ᩘ㏆くを༨める
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1
中国国家標‽規᱁（通⛠：*% 規᱁）は、「中華人民共和国標‽化法」で定められた「技術基‽」で、「生産・

㈍኎・㍺ฟするためにはᚲずᏲらなけれࡤならない」（➨ 3 ❶ 1� 条）。また、中国の標‽は、国家標‽以እにも

「業⏺標‽」、「地方標‽」、「௻業標‽」がある。 

など、ຠ⋡ᛶప下の一ᅉとなっている。ローカルࢫࢥトは、日本側がプロジェクトの試験

施工㈝⏝、林業἞山研修㈝⏝をすべて㈇ᢸ、中国側は、C/P 活ື㈝、プロジェクト事務所㈝

⏝等を㈇ᢸした。なお、C/P のྛ市県林業局は、独自ண⟬により施工を実施した。 
 

(�) インパクト 
上位目標は、⌧᫬Ⅼで᪤に࡯ぼ㐩成されており、⤊஢᫬評価調査でプロジェクト・デࢨ

イン・マトリࢵクࢫ（PD0）の指標（森林植生復旧面積）を 100 ha から 200 ha へኚ᭦した。

四川省林業庁による独自施工による森林植生復旧面積は、2013 年ᮎの実⦼で 99.3� ha で
あり 201� 年中に๓ಽしして 100 ha 㐩成の見㎸みである。たࡔし 99.3� ha は、⌧ᅾのとこࢁ

プロジェクトエリアの市県林業局独自施工の合計面積のみである。プロジェクトエリアእ

では、201� 年より㞞Ᏻⰱ山地震植生復旧計画での、プロジェクトの技術を౑⏝した施工が

開始された。㈉⊩要ᅉとしては、省林業庁が 2013 年まで 5 市県で実施した「四川省震災地

植生復旧試行・モデル」プロジェクトにより、市県林業局の独自施工面積がᣑ大したこと

が挙げられる。 
その他のインパクトに関しては、ṇのインパクトが以下の通り確ㄆされた。 

・国家林業局の政策へインパクトを与えた。プロジェクトによる林業἞山の実施と生態環

境へのຠ果を㋃まえ、201� 年 9 月、国家林業局ࠗ森林法࠘ᨵゞ案➨ 52 条へ「林業἞山」

が཯ᫎされた。これはもっとも大きなプロジェクトのインパクトと位⨨࡙けられる。 
・᪂たな震災の植生復興計画ண⟬へインパクトを与えた。ᚑ᮶の造林ᡭ法による⥳化ண⟬

の༢価は 1 ー（約࣒ 0.07 ha）ᙜたり 600 ඖでしかなかったが、2013 年 � 月ⰱ山地震が発

生し策定された被災地植生復旧計画では、林業἞山が計画にධれられ、ண⟬は 1 ーᙜ࣒

たり 20�000 ඖ～26�000 ඖの༢価で計上されᢎㄆされた。 
・地ඖ住民への཰ධ・林業἞山技術⩦ᚓのインパクトを与えた。林業἞山の施工地では、

クル࣑等が植᱂され、これらを地ඖ住民が฼⏝できることにより཰ධの向上が期ᚅされ

る。また、林業἞山の技術を地ඖ住民が農地の保全にもᛂ⏝するようになってきた。 
一方、㈇のインパクトは確ㄆされなかった。 

 
(5) 持続ᛶ 

持続ᛶは、以下のように政策・制度面、組⧊面、技術面、㈈政面につきそれぞれㄢ㢟が

あるため、中⛬度である。 
政策・制度面については、四川省ရ㉁技術┘╩局によって林業἞山が四川省地方標‽「林

業἞山調査規画タ計技術規⛬」としてᢈ෸・බ布された。また国家林業局においてもࠗ森

林法࠘ᨵゞ案➨ 52 条に林業἞山が཯ᫎされた。「林業἞山モデル」は、制度化・政策化へ

向けて大きな一Ṍを㋃みฟした状況である。たࡔし地方標‽が実際の事業に㐺⏝されるに

は、四川省からこれを実施する施行通▱がᚲ要であり、地方標‽1どおり施工するための施

工技術マニュアルもᚲ要とされている。 
組⧊面については、四川省林業庁において、国際合సฎはプロジェクトの❆ཱྀとして機

能していたものの、今後は四川省林業庁内ྛ部署の業務分ᢸに基࡙き、関連部署による林

業἞山のල体的実施をỴ定するᚲ要がある。C/P 機関の 5 市県林業局では、プロジェクトに

より林業἞山の試験施工、独自施工の実施による実⦼はでき、組⧊としてᜏᖖ的に実施す

る体制はᩚっている。 
技術面については、技術系 C/P として、省林業調査規画院、省林業科学院、ྛ市県林業

局の能力は༑分に向上していることが確ㄆされており、うࡕ 7 名は≉に研修ㅮᖌ人ᮦとし
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ての能力も強化された。林業幹部学校 C/P も研修㐠Ⴀ能力は༑分に㧗まっている。たࡔし

省林業庁については技術能力の強化が༑分にできていない。 
㈈政面については、省林業庁では「四川省震災地植生復旧試行・モデル」を被災 39 市県

のうࡕ 5 市県（うࡕ � 市県 JICA のプロジェクトエリア）で実施したが、2013 年で᪤に⤊

஢した。林業἞山事業を実施するには、国家ࣞ࣋ルでの政策策定がᚲ要であるが、ࠗ森林

法࠘ᨵゞ案➨ 52 条に林業἞山が཯ᫎされたことから、林業἞山研修を⥅続的に実施するた

めのண⟬の確保が今後見㎸まれる。 
 
㸱－㸱 ຠᯝⓎ⌧࡟㈉⊩ࡓࡋ要ᅉ 

(1) 計画内容に関すること：≉になし。 
(2) 実施プロࢫࢭに関すること： 

被災森林植生復旧の技術体系確立（成果 2）のための「試験施工」の活ືを、林業἞山の

経験がない中国において、「἞山モデル」として機能さࡏるためඃ先的に実施したことが挙

げられる。この἞山モデルが、林業関係⪅及び省、市県幹部の「἞山」に対する概ᛕを大き

くኚえることになり、独自工事を実施するなどのຠ果発⌧に大きく㈉⊩した。 
 

㸱－㸲 ၥ㢟Ⅼཬࡧၥ㢟ࢆច㉳ࡓࡋ要ᅉ 

(1) 計画内容に関すること 
ᑓ㛛家ὴ㐵は἞山タ計/施工分野の長期ᑓ㛛家は 1 名のみで、3 市県での試験施工に一人で

対ᛂするのはᅔ難であり、活ືに見合ったᢞධ計画ではなかった。プロジェクトのᢞධは、

本᮶活ືから積⟬されるものであるが、そのようになっていないことがၥ㢟である。 
(2) 実施プロࢫࢭに関すること 

四川省林業庁は、❆ཱྀとして国際合సฎがプロジェクトᢸᙜをしたが、その他の部署は

C/P となっていたものの、プロジェクトのྛ活ືには┤᥋的に関与しておらず技術⛣㌿はさ

れていない。省ࣞ࣋ルの C/P 機関のᙺ๭について、日本側は造林ฎなどの技術系部㛛へは技

術⛣㌿がᚲ要と⪃えており、林業庁側は「行政は管理が௙事で技術はച下の省林業調査規画

院及び省林業科学研究ဨがᢸᙜしている、ᚲ要な技術は本㑥研修で⩦ᚓ῭み」とする⪃えに

ついてពᛮ␯通が༑分でなかった。 
 
㸱－㸳 ⤖ㄽ 

上記のとおり、プロジェクト目標は㐩成されており、ண定どおり 2015 年 1 月に⤊஢するこ

とがጇᙜであると合ྠ評価調査ᅋはุ᩿した。なお、このプロジェクトは、日本独自の἞山の

理ᛕと技術を四川省にᑟධし、᭦にその重要ᛶは、中ኸ政府にもㄆめられ全国に積極的にᒎ開

されようとしており、極めて大きなインパクトを生みฟしつつあるⅬを合ྠ評価調査ᅋは、≉

に㧗く評価するものである。 
 

㸱－㸴 ᥦゝ 

㸱㸫㸴㸫１ プロジェクト（C/P 及び JICA ᑓ㛛家）へのᥦゝ 
(1) プロジェクト⤊஢後にᘬき続きྛ市県において、多様なண⟬を活⏝し、被災森林植生の

復旧事業が持続的・自立的に行われるとの見通しであることから、JCC において、PD0
の上位目標の指標である、プロジェクト⤊஢後 3 年目までの森林植生復旧面積を᪂たな

目標್（200 ha ⛬度）にᨵ定するとともに、上位目標を㐩成するためのእ部条件として

「多様なண⟬を活⏝できる。」を㏣加すること。 
(2) 地方標‽に㐺合した施工ရ㉁が確保されるよう施工技術マニュアルをプロジェクト⤊

஢までに᏶成さࡏること。 
(3) 研修カリ࢟ュラࢫ࢟ࢸ、࣒トを᭱⤊研修ࢥーࢫ研修実施後プロジェクト⤊஢までに᏶成
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さࡏること。その際、ᫎീ等を活⏝したࣅジュアルにも㓄៖すること。 
 
㸱㸫㸴㸫㸰 中国側関係機関へのᥦゝ 

(1) 国家林業局に対して 
 国家政策「生態ᩥ᫂建タ」の᥎㐍上有ຠな施策である林業἞山を制度化するために、

森林法のᨵ定を行うとともに関係省が林業἞山を実施するためのண⟬を確保できるよ

うດめること。また、林業἞山の国家標‽を㏿やかにస成すること。 
(2) 省林業庁に対して 

1) 地方標‽「林業἞山調査規画タ計技術規⛬」を、実際の事業に᪩期に㐺⏝するため、

ᚲ要な施行通▱を発ฟすること。 
2) プロジェクトがస成する研修カリ࢟ュラࢫ࢟ࢸ、࣒ト及び施工技術マニュアルをᢎㄆ

すること。 
3) プロジェクト⤊஢後の持続的発ᒎに関わる体制とᥐ⨨を᪩期に᳨ウすること。 
�) 被災地の生態系を᪩期に復旧するため、ᘬき続き省林業幹部学校における林業἞山技

術研修の対㇟⪅の⠊ᅖのᣑ大を図ること。 
5) プロジェクト⤊஢後においても、多様なண⟬を活⏝し被災森林植生の復旧事業を持続

的・自立的に実施するようྛ市県を指ᑟすること。 
6) 生⫱環境がཝしい林業἞山施工地において、活╔⋡を向上さࡏるために᭦なる技術開

発にດめること。 
(3) 市県に対して 

�� プロジェクト⤊஢後においても、多様なண⟬を活⏝し被災森林植生の復旧事業が持続

的・自立的に実施すること。 
�� 今後の林業἞山のタ計と施工については、林業἞山のရ㉁を確保するため省林業庁が

ᢎㄆする施工技術マニュアルに基࡙き、㐺ษに実施しタ計・施工関連㈨᱁を持つタ

計・施工機関に౫㢗すること。 
 

㸱㸫㸴㸫㸱 JICA へのᥦゝ 
林業἞山が中国政府の政策に位⨨࡙けられるよう、ྍ能な⠊ᅖでプロジェクトの成果とイ

ンパクトのᣑ大について、中国側の主体的な活ືを側面ᨭ援すること。 
 
㸱－㸵 ᩍカ 

(1) ⌧ሙでの試験施工を中ᚰとしたアプローチと本㑥での⌧ሙどᐹの有ຠᛶ 
 ᙜプロジェクトにおいては、林業἞山をᑟධするためにまず⌧ሙにおいてそのᚲ要ᛶ、

有ຠᛶの C/P による理ゎをಁ㐍するためにᑓ㛛家が技術系 C/P とᐦ╔して⌧地で試験施

工を実㊶した。さらに、日本国内での C/P 研修を通して、実際に日本の⌧ሙにおける἞

山事業の実施状況をどᐹすることにより、C/P に林業἞山に係る理ᛕが᭦にᾐ㏱した。

この結果、C/P の理ゎが㣕㌍的に㧗まり、独自施工面積の急㏿なᣑ大によりプロジェク

ト目標の㐩成に大きく㈉⊩した。C/P に㥆ᰁみの↓い技術の⛣㌿を図るሙ合には、⌧ሙ

における┤᥋指ᑟや本㑥での⌧ሙどᐹが有ຠである。 
(2) 大学等ᑓ㛛㧗等ᩍ⫱研究機関のリࢯーࢫ活⏝のຠ⋡ᛶ 

 ᙜプロジェクトにおいては、研修ㅮᖌの確保、ᑓ㛛᭩の⩻ヂ、試験地のデータ分ᯒ、

クのస成、林業἞山のຠ果の᳨証等において北ி林業大学等とのࢵࣈンドࣁ、トࢫ࢟ࢸ

連ᦠを行った。こうしたリࢯーࢫの活⏝により、ྛ成果がຠ⋡的に発᥹された。ᑓ㛛ᛶ

の㧗いリࢯーࢫの活⏝がᚲ要な案件においては、大学等ᑓ㛛㧗等ᩍ⫱研究機関のリࢯー

 。の活⏝がຠ⋡的であるࢫ
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(3) C/P 機関から上部組⧊へのሗ࿌の重要ᛶ 
 四川省林業庁が、プロジェクトの実施を㠀ᖖに重どし、C/P 機関として林業἞山のព

⩏と重要ᛶを༑分ㄆ㆑した上で、本プロジェクト実施期間中に、四川省政府と中ኸ政府

の関係部㛛による林業἞山政策の策定をᥦ案し、積極的に㈉⊩した。このように C/P 機

関の上部組⧊へのሗ࿌が㠀ᖖに重要である。 
(�) ローカルリࢯーࢫの活⏝による事業のຠ⋡化 

 ᙜプロジェクトにおいては、林業἞山という中国側にとって᪂しい理ᛕと技術をᑟධ

する一方で、ಶࠎの技術要⣲に関しては、㗰〇ᯟ土␃工といった᪂しい工法ࡔけでなく

地ඖのఏ⤫的技術も᥇⏝し、地ඖの⇍⦎⪅を活⏝し、地ඖの㈨ᮦを౑⏝するなど中国側

の経験も活⏝し、ࢫࢥトのపῶに結び௜いた。このように、᪂しい概ᛕをᑟධするሙ合

であっても実᝟にᛂじて⌧地リࢯーࢫの活⏝を図ることによってຠ⋡ᛶ᭦には持続ᛶを

も㧗めることができる。 
(5) 他の JICA プロジェクトのࣀウࣁウの活⏝によるຠ⋡化 

 本プロジェクトにおいては、「四川省森林造成モデル計画プロジェクト」により、開

発された⡆᫆἞山技術をཧ⪃とした他、本プロジェクトの C/P 機関が「す部地༊林業人

ᮦ⫱成プロジェクト」の C/P 機関のࡦとつであったことから、研修管理能力向上におい

てはそのࣀウࣁウも活⏝され、ຠ⋡的な成果の発⌧に結び௜いた。プロジェクトのᢞධ

の計画にᙜたっては、他の JICA プロジェクトの技術、ࣀウࣁウ等を᭱大㝈に活⏝するこ

とによりຠ⋡化を図ることが重要である。 
(6) 活ືの内容にᛂじたຠ⋡的なᑓ㛛家のᢞධ 

 本プロジェクトにおいては、๓༙においては、἞山タ計/἞山施工の長期ᑓ㛛家による

⌧地にᐦ╔した指ᑟがᚲ要であったが、3 カ所のパイロࢵトࢧイトでྠ᫬୪行的に 1 人

のᑓ㛛家が指ᑟすることは、ᅔ難を極め、プロジェクト㐠Ⴀ管理上のᙳ㡪が生じた。ᑓ

㛛家のᢞධにᙜたっては、⦾ᛁ期にも༑分な指ᑟがྍ能となるようຠ⋡的なᢞධがᚲ要

である。 
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➨１❶ 調査の概要 
 

 ࡟ࡵࡌࡣ １－１

本ሗ࿌᭩は、201�年（ᖹ成26年）9月に独立行政法人国際協力機構（JaSaQ IQWHUQaWLRQaO CRRSHUaWLRQ 
AJHQF\：JICA）と中華人民共和国共和国（以下、「中国」と記す）政府により行われた「四川省

震災後森林植生復旧計画プロジェクト」の⤊஢᫬評価結果をまとめたものである。 
 
 の概要ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ １－２

１㸫㸰㸫１ 背景 
中国四川省汶川県において 2008 年 5 月 12 日に発生した四川大地震は、マグニチュード 8.0 

という未᭯有の規模で、建物や道路、ライフライン等の住民の生活基盤のみならず、森林植生

にも多大な被害を与えた。地震による森林の被害面積は約 33 万 ha にのぼり、被災森林は、そ

の後も地すべり、土石流、山腹崩壊、落石など災害が起こりやすい危険な状態となっている。

また、震災の被災地はパンダ等の希少な野生生物の主要な生息地であることに加え、長江上流

域の重要な水源地にもなっていることから、森林の植生回復による生態系や水源涵養機能の回

復、土石流等の二次災害の防止等を図ることが急務となっている。 
この震災に対し、中国政府は「国家汶川地震復興再建総体計画」を発布し、これに照らし四

川省政府は「四川地震災害後林業生態回復と再建計画」を制定し、森林の植生回復に取り組む

こととした。 
JICA による四川省に対する林業分野の協力については、2000 年 7 月から 2005 年 6 月の 5 

年間、技術協力プロジェクト「四川省森林造成モデル計画」等が実施され、一定の成果を挙げ

てきたものの、今回の四川大地震に伴う森林被害では、被災地域の地理的条件が多様なためそ

れぞれの条件に対する的確な対策の見極めが難しくなっている。また、これまで中国では経験

したことがない規模の森林植生破壊であったため、植生回復の技術や管理能力が不足している

状況にある。 
このような背景から、四川大地震により被災した森林の復旧事業を行うための四川省関係機

関の技術能力の向上を図ることを目的として、「四川省震災後森林植生復旧計画プロジェクト」

（以下｢プロジェクト｣と記す）が四川省林業庁から中国政府を通じてわが国政府へ要請された。

これを受け、JICA は 2010 年 2 月より 2015 年 1 月までの 5 年間、四川省林業庁をカウンタ

ーパート（CRXQWHUSaUW：C/P）機関として、①プロジェクトエリアにおける森林復旧計画の策定、

②試験施工を通じた森林復旧技術の実証・体系化、③技術研修を主要な成果とする本件を開始

した。 
 
１㸫㸰㸫㸰 プロジェクト要約 

(1) 実施期間：2010 年 2 月 1 日～2015 年 1 月 31 日（5 年間） 
(2) 日本人ᑓ㛛家： 

1) 長期ᑓ㛛家：チーフアドࣂイࢨー/἞山計画、研修/業務調ᩚ、἞山タ計/἞山施工の分野

で合計 6 名。 
2) ▷期ᑓ㛛家：἞山生態計画、἞山タ計、἞山施工管理、἞山技術基‽の分野で合計 5
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名。 
(3) C/P 㓄⨨ 

事業管理 20 名、἞山計画 12 名、἞山 㔞・タ計・施工 13 名、研修 2 名、通ヂ 1 名、 
㐠㌿ᡭ 1 名の合計 �9 名が㓄⨨されている。 

(4) プロジェクトのᯟ組み 
プロジェクト・デࢨイン・マトリࢵクࢫ（PURMHFW DHVLJQ 0aWUL[：PD0）9HU.3（௜ᒓ㈨

ᩱ 1）にタ定されている上位目標、プロジェクト目標及びプロジェクト成果は以下のとお

りである。 
1) 上位目標 
四川省の震災跡地において、被災森林植生の復旧事業が持続的・自立的に行われる。 

2) プロジェクト目標 
プロジェクトエリアにおける௦表的な被災森林植生の復旧事業にᦠわる関係機関

の技術能力が向上する。 
3) 成果 

① 成果 1 
プロジェクトエリアにおける௦表的な被災森林植生の復旧計画が策定される。 

② 成果 2 
被災森林植生の主要な復旧工法に係る技術体系が確立される。 

③ 成果 3 
被災森林植生の復旧事業を行うための技術研修の内容・体制が強化される。 

 

１－㸱 ⤊஢᫬ホ౯の┠ⓗ 

プロジェクト活ືの実⦼、成果を確ㄆし、評価 5 㡯目（ጇᙜᛶ、有ຠᛶ、ຠ⋡ᛶ、インパクト、

持続ᛶ）のほⅬから、中国側と合ྠで評価を行う。また、プロジェクトの⤊஢までの期間のㄢ㢟

を確ㄆし、これらの結果を合ྠ⤊஢᫬評価ሗ࿌᭩として取りまとめたうえで、合ྠ調ᩚጤဨ఍

（JRLQW CRRUGLQaWLQJ CRPPLWWHH：JCC）へሗ࿌する。 
 

１－㸲 ㄪᰝᅋのᵓᡂ 

日本からὴ㐵した調査ᅋの構成は表１、中国側調査ᅋの構成は表㸰のとおりである。 

 

⾲１ ᪥ᮏഃㄪᰝᅋᵓᡂ 

Ặ  ྡ ศ㔝 ᡤᒓ 

஬関 一༤ 総ᣓ�ᅋ長 -ICA 地球環境部 技術ᑂ㆟ᙺ 

ị見 ❶ ἞山技術 
林野庁 森林ᩚഛ部 計画ㄢ ᾏእ林業協力ᐊ ᾏእ指ᑟ⌜

ㄢ長⿵బ 

⏣中 㔛⨾ 協力௻画 
JICA 地球環境部 森林・自然環境グループ 

自然環境➨一チー࣒ ᑓ㛛კク 

㧗ᶫ ెᏊ 評価分ᯒ 有㝈఍♫<¶V   ࢫ࢕フ࢜ング࢕ࢸルࢧンࢥ
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⾲２ ཧ⪃㸸୰ᅜഃホ౯ㄪᰝᅋဨ 

Ặ  ྡ ศ㔝 ᡤᒓ 

๽ 立㌷ ᅋ長�総㈐௵⪅ 国家林業局対እ合స㡯目中ᚰ ๪主௵ 

ᮤ ᬡΎ ᅋဨ 四川省林業科学研究院 研究ဨ 

ᮤ ᝋ ᅋဨ 四川省林業調査規画院 工⛬ᖌ 

 
１－㸳 ㄪᰝ᪉ἲ 

本⤊஢᫬評価調査は、以下のᡭ㡰・方法により実施された。 

（1） 関係㈨ᩱ・ሗ࿌᭩をプロジェクト及び関係ㅖ機関から཰㞟する。 

（2） 日本人ᑓ㛛家、中国側C/P 等の主要関係⪅に面ㄯを行う。 

（3） ㉁ၥ⚊、面ㄯ等で཰㞟されたデータ・᝟ሗを PD0 及び活ື計画（POaQ RI 2SHUaWLRQ：P2）
�௜ᒓ㈨ᩱ 1�に基࡙き分ᯒする。 

（�） プロジェクトの㐩成度、実施プロࢫࢭ等を評価 5 㡯目に基࡙きᩚ理し、結果�ᩍカ�ᥦゝ

等をまとめる。 

（5） 評価結果を JCC において共有・協㆟する。 

（6） 合ྠ評価結果を JCC で共有し、合ពする。 

 評価 5 㡯目のどⅬは、表㸱のとおりとした。 

 

⾲㸱 �㡯┠ホ౯のᇶ‽ 

評 価 㡯 目 評 価 内 容 

ጇᙜᛶ 
�RHOHYaQFH� 

「プロジェクトの目標」「上位目標」は、政府・実施機関・ターࢵࢤトグループの

政策・ニーࢬと合⮴しているか。 

有ຠᛶ 
�(IIHFWLYHQHVV� 「成果」によって「プロジェクト目標」がどこまで㐩成されたか。 

ຠ⋡ᛶ 
�(IILFLHQF\� 

「ᢞධ」が「成果」にどのようにどれࡔけ㌿᥮されたか。ᢞධの㉁、㔞、ᡭẁ、方

法、᫬期は㐺ษか。 

インパクト 
�IPSaFW� 

プロジェクトが実施されたことにより生ずる┤᥋的、間᥋的なṇ㈇のᙳ㡪。計画ᙜ

ึにண᝿されなかったᙳ㡪やຠ果もྵむ。 

持続ᛶ 
�6XVWaLQaELOLW\� JICA の協力⤊஢後もプロジェクト実施によるຠ果が持続されるか。 
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➨㸰❶ プロジェクトの実⦼ 
 

２－１ ᢞධのᐇ⦼ 

㸰㸫㸰㸫１ 日本側ᢞධ実⦼ 
(1) ᑓ㛛家ὴ㐵 

⾲㸲 ᑓ㛛ᐙὴ㐵ᐇ⦼ 

ὴ㐵分野  ὴ㐵期間合計 ᑓ㛛家  ᩘ

1.  チーフアドࣂイࢨー / ἞山計画 (0U. 2QLVhL� 0U. 6aWR) 長期 5900 2 名 

2. 研修 / 業務調  ᩚ (0V. 0RULVaGa� 0U. 0aFhLGa) 長期 5800 2 名 

3. ἞山タ計 / ἞山施工 (0U. .aNHEH� 0U. 6aNaMLUL) 長期 5900 2 名 

長期ᑓ㛛家合計（2015 年 1 月ᮎ見㎸み）  17600 6 名 

1．἞山生態計画 (2010 0U. 6aNaL) ▷期 0.500 1 名 

2．἞山タ計 (2011� 2012� 2013� 201� 0U. 6ahR) ▷期 200 1 名 

3．἞山施工管理 (2010� 2011� 2012� 2013 0U.IPa\RVhL) 

(2011� 2012 0U. 1aJaWRPR) 

▷期 

▷期 

3.500 

200 

2 名 

�. ἞山技術基‽ (201� 0U. 2QLVhL) ▷期 0.500 1 名 

▷期ᑓ㛛家合計（201� 年 8 月ᮎ⌧ᅾ）  8.500 5 名 

（᝟ሗ源：プロジェクト㈨ᩱ） 

 
(2) ㈨機ᮦ౪与 

                ⾲㸳 ౪୚ᶵᮦ㈝㸦༢఩㸸ඖ㸧             

機ᮦの✀㢮 2009年度 2010年度 2011年度 
2012年度 

a 
201�年度 

合計 
 

� 

1. PC、ࣅデ࢜等 1��2��300 0 0 0 1��2��300 28� 
2. ランドクルーࢨー（�ྎ） 3�080�000 0 0 0 3�080�000 60� 
ク（�ྎ） 0ࢵプトラࢵクアࢵࣆ .3 0 663�200 0 663�200 12� 

合計 ��50��300 0 663�200 0 5�167�500 100� 
円合計 80�115�282 0 11�795�9�0 0 91�911�222  

（᝟ሗ源：プロジェクト㈨ᩱ） 
 

(3) ⌧地業務㈝ 

⾲㸴 ⌧ᆅᴗົ㈝㸦ᅾእ஦ᴗᙉ໬㈝㸧 ༢఩㸸ඖ 

㈝目 2009年度 2010年度 2011年度 2012 年度 2013 年度 201� 年度 合計 � 

1. ἞山 0 1�302�361 2�603�588 2�231�269 2�220�6�0 21��171 8�572.029 61� 
2. 研修 0 101�05� 352��06 �0��863 361�628 312��26 1�532�377 11� 
3. 管理 218�037 598�216 1�332�90� 1�11�587 601�618 127�355 3�992�717 28� 

合計 218�037 2�001�631 ��288�898 3�750�719 3�183�886 653�952 1��097�123 100� 

円合計 3�878�093 35�601�810 76�28��055 66�711�788 56�629�870 11�631��52 250�737�069  

（᝟ሗ源：プロジェクト㈨ᩱ） 
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(�) CP 本㑥研修  6� 名 （プロジェクトC/P は 3� 名、その他関係⪅ 30 名） 

 

㸰㸫㸰㸫㸰 中国側ᢞධ実⦼ 
(1) C/P 㓄⨨ �9 名  （201� 年 8 月ᮎ⌧ᅾ） 
内ヂ：事業管理 20 名、἞山計画 12 名、἞山 㔞・タ計・施工 13 名、研修 2 名、 

通ヂ 1 名、㐠㌿ᡭ 1 名の合計 �9 名が㓄⨨されている。 
 

(2) ண⟬ᥐ⨨ 

⾲㸵  ୰ᅜഃண⟬ᥐ⨨ 㸦༢఩㸸༓ඖ㸧 

 2009年度 2010年度 2011年度 2012 年度 2013 年度
201� 年度

見㎸み 
計 

省ண⟬ 0 2�0 2�5 200 200 200 1�085
市県ண⟬ 0 3�17� 1�213 �72 8���6 ��� 13�7�9
ண⟬総額 0 3��1� 1��58 672 8�6�6 6�� 1��83�
円総額 0 60�723 25�933 11�952 153�781 11��5� 263�8�3

（᝟ሗ源：四川省林業庁㉁ၥ⚊回⟅よりస成） 
 ὀ：ඖから円への᥮⟬は、17.7864 円/ඖ：JICA ⤫制ࣞート（2014 年 10 月）を㐺⏝。 
 

(3) 施タ・タഛ 

プロジェクト事務所を四川省林業庁（ᇳ務ᐊ・఍㆟ᐊ）に、及びᑓ㛛家ᇳ務ᐊを汶川県林

業局、北川県林業局、綿竹市林業局の計 � カ所にタ⨨した。 
 

２－２ ᡂᯝの㐩ᡂ≧ἣ㸦ヲ⣽ࡣ௜ᒓ㈨ᩱ�ูῧࠕ�ホ౯ࠖࢻࢵࣜࢢཧ↷㸧 

成果 1：プロジェクトエリアにおける௦表的な被災森林植生の復旧計画が策定される。 

 

⾲㸶 ᡂᯝ�の㐩ᡂ≧ἣ 

指標 ⌧状 㐩成度

1-1. 被災森林植生復旧計画が

県・市林業局及び省林業庁に

よってᢎㄆされる。 

➨ 1 回 JCC において、試験施工地（北川県᧧㰘㙠、

綿竹市Ύᖹ㙠、汶川県ጾ州㙠）の被災森林植生復旧

計画が策定され、県・市林業局及び省林業庁によっ

てᢎㄆされた。 

㧗 

成果 � 全体の達成度  高 

「高」は、指標に示された目標値に十分達していることを示す。「中」は、指標に示された目標値に部分的に達しているこ

とを示す。「低」は、指標に示された目標値に全く達していないことを示す。「データなし」は、指標に示された数値が入手

できないことを示す。 
 
成果 2：被災森林植生の主要な復旧工法に係る技術体系が確立される。 
 

⾲㸷 ᡂᯝ�の㐩ᡂ≧ἣ 

指標 ⌧状 㐩成度

2-1. ྛプロジェクトエリアの試

験施工地が 5 ha 以上᏶成す

る。 

3 市県林業局は、2013 年ᮎまでにそれぞれ 5 ha 以上の

被災森林植生復旧工事を᏶成した。試験施工地は計 10
カ所。 

㧗 
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・汶川県 5.0� ha   （施工地：� カ所） 
・北川県 5.02 ha   （施工地：3 カ所） 
・綿竹市 8.27 ha   （施工地：3 カ所） 
 

2-2. 被災森林植生復旧工法にか

かる技術指㔪が省林業庁に

よってᢎㄆされ、かつ᥇⏝さ

れる。 

技術指㔪（地方標‽）「林業἞山
調査規画タ計技術規

⛬」は、四川省ရ㉁技術┘╩局により 201� 年 7 月 2�
日ᢈ෸බ布බ࿌（201� 年➨ 5 ྕ）により、7 月 25 日

ᢈ෸、201� 年 9 月 1 日実施がබ布された。 
 

㧗 

㏣加調査㡯目： 
C/P 及びC/P 機関は、プロジェ

クトを通じて、一連の被災森

林植生復旧の施工ができるよ

うになったか。 

C/P はこれまでに、プロジェクト試験施工地での活ື

により、タ計 16 カ所、施工 12 カ所、施工後のモニタ

リング、工法のᨵⰋの一定の経験を積ࢇできており、

それらのすべてが技術指㔪に཯ᫎされている。 
中 

成果 � 全体の㐩成度  
㧗 


「林業἞山」プロジェクトでは日本の἞山を「林業἞山」と࿧ࡪ。 
㻌

復旧工法に係る技術体系として、2013年よりプロジェクトのC/Pによる࣡ー࢟ンググループ（主

なᇳ➹は省林業調査規画院のC/P がᢸった）によって策定された技術指㔪（中国ㄒでは「地方標

‽」）「林業἞山調査規画タ計技術規⛬」が、四川省ရ㉁技術┘╩局の 201� 年 7 月 2� 日にᢈ෸බ

࿌（201� 年➨ 5 ྕ）により、7 月 25 日ᢈ෸、201� 年 9 月 1 日実施、としてබ布されたことを確

ㄆした。 
 
成果 3：被災森林植生の復旧事業を行うための技術研修の内容・体制が強化される。 
 

⾲１㸮 ᡂᯝ�の㐩ᡂ≧ἣ

指標 ⌧状 㐩成度

3-1.研修カリ࢟ュラ࣒及び࢟ࢸ

トが省林業庁によってᢎㄆࢫ

され、かつ震災後復旧等カ⦎の

なかで᥇⏝される。 

研修カリ࢟ュラࢫ࢟ࢸ、࣒トは 201� 年 10 月 11 月の

᭱後の研修ࢥーࢫ実施で᏶成ண定である。἞山の総合

トは⌧ᅾ⦅㞟స業中で、᏶成し次➨省林業庁にࢫ࢟ࢸ

よってᢎㄆされる見通しである。 
 

㧗い 
見㎸み

3-2.林業幹部学校における技術

⪅向けの研修ࢥーࢫに἞山技

術に係る研修内容がᑟධされ

る。  

プロジェクトの研修ࢥーࢫ「林業἞山技術⪅養成研

修」「林業἞山ᬑ及研修」には἞山技術がᑟධされ、

プロジェクト⤊஢までに全 19 回の研修が実施される

体制はできたが、2 つのࢥーࢫは⤊஢するண定である

（林業幹部学校にこれらの研修がᑟධされているヂ

ではない）。 
林業幹部学校が独自に実施したその他の研修でカリ

 。に┒り㎸まれた事౛もある࣒ュラ࢟
 

中 

3-3. C/P が研修でㅮ⩏する。 ⫱成されㅮ⩏をしている研修ㅮᖌ人ᮦC/P は 7 名。 
プロジェクトの研修ࢥーࢫでは、201� 年 � 月の林業἞

山技術⪅養成研修、5 月の林業἞山ᬑ及研修ではC/P
がすべてのㅮ⩏をᢸᙜした。 

㧗 

㏣加調査㡯目： 
ᢸᙜC/P 機関及びC/P は、①研修

プロジェクトで実施する林業἞山研修2つのࢥーࢫ実

施においては、༑分な体制ができた。 㧗 
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ຠ果の調査、②ຠ果の評価、③評

価結果にᛂじた研修内容のᨵၿ

が実施できる体制になったか。 

 
 

成果 � 全体の㐩成度  㧗 

 
プロジェクトで 2010 年より実施してきた 2 つの林業἞山研修ࢥーࢫ「林業἞山技術⪅養成研

修」及び「林業἞山ᬑ及研修」（➨ 1 回～➨ 17 回）においては、カリ࢟ュラ࣒、ᩍᮦともに C/P
によってస成・ᨵゞがされる体制となっており、研修ㅮᖌ人ᮦC/P も 7 名が⫱成されㅮᖌを務め

ている。また、省林業幹部学校では独自にアࣂ州㤿∞ᗣ県林業局から林業総合研修を受ὀしてお

り、林業἞山をカリ࢟ュラ࣒ධれてᥦ案したとこ201、ࢁ� 年 8 月に 1 回、9 月に 2 回目を実施す

ることとなった。 
 以上のことから林業἞山研修の実施体制は༑分に強化されていることが確ㄆされた。しかしな

がら、省林業庁によるこれらのࢥーࢫの⥅続計画はなく、研修実施の体制はᩚったものの 2 つの

はプロジェクト⤊஢までにṧりࢫーࢥ 2 回（➨ 18 回、➨ 19 回）の研修を実施して⤊஢する見㎸

みである。 
 なお、これまで研修受ㅮ⪅⣼計は 1�007 名であり、所ᒓ機関ࣞ࣋ルู内ヂは表１１のとおりで

ある。 
 

⾲１１ ᯘᴗ἞ᒣ◊ಟཷㅮ⪅内ヂ ➨�ᅇ㹼➨��ᅇ 

⣼計受ㅮ⪅ （ᩘ人）         �           機関ᒓᛶู �

1. 省ࣞ࣋ルのC/P 機関                      12�                 12� 
C/P 機関 
33� 

2. 市（州）ࣞ࣋ルのC/P 機関                 17                  2� 

3. 県ࣞ࣋ルのC/P 機関                      192                 19� 

�. 四川省内他地域の市（州）県の林業局     588                 59� 四川省内関係機関 
63� 5. 四川省内その他関係機関            ��                  �� 

6. 他省の林業関係機関                       39                  �� 他省関係機関 
�� 7. 記㘓なし                                  3                  0� 

研修受ㅮ⪅⣼計                        1�007 人             100� 

   （᝟ሗ源：プロジェクト㈨ᩱ） 
 
２－㸱 ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ┠ᶆの㐩ᡂ≧ἣ 

プロジェクト目標：プロジェクトエリアにおける௦表的な被災森林植生の復旧事業にᦠわる関

係機関の技術能力が向上するࠋ 
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 ᶆの㐩ᡂ≧ἣ┠ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ １２⾲

指標 ⌧状 㐩成度

1. 試験施工地及びプロジェ

クトの技術を౑⏝しྛプロ

ジェクトエリアの関係機関

が独自に実施した被災森林

植生復旧工事の面積合᱁⋡

が 90㸣以上になる。 

201�年7月調査による面積合᱁⋡
は以下のとおりである。

汶川県を㝖いた市県は指標の 90�以上を㐩成した。 
・汶川県 69.�� 
・北川県  99.7� 
・綿竹市  97.8� 
・彭州市 100� 
 

一部を

㝖き 
㧗い 

2. ྛプロジェクトエリアの

関係機関が独自に被災森林

植生復旧工事を1 ha以上実

施する。 

2013 年ᮎまでに、ྛ市県の林業局は 1 ha 以上を施工した。

ྛ市県の実⦼は以下のとおりである。201� 年も独自施工は

⥅続中である。 
・汶川県 20.28 ha 
・北川県 20.01 ha 
・綿竹市 59.05 ha  
 

㧗 

㏣加調査㡯目： 
ྛC/P 機関の技術能力（組

⧊の被災森林復旧事業実

施の能力、C/P の技術能力）

は、ල体的にどの⛬度向上

したか。 

試験施工及び独自施工においては、ྛ市県の林業局が森林

植生復旧工事の実施⟠所の㑅定等の௻画をᢸい、林業調査

規画院、林業科学研究院、林業局が、調査・タ計をᢸい、

林業局、林業ࢸࢫーࣙࢩン等が施工┘╩をᢸっている。 
 
一方、独自施工ではධᮐによる受ὀが基本であり、林業἞

山ᑓ㛛技術⪅の養成研修未受ㅮ⪅がタ計、施工管理を行う

 。もあるࢫーࢣ

一部を

㝖き 
㧗い 

プロジェクト目標の㐩成度  㧗 

面積合᱁⋡：活╔⋡が基‽活╔⋡（四川省合᱁基‽活╔⋡：汶川県 70�、他 3 市県 80�）に㐩している⟠所の

面積の๭合。 
 
プロジェクト目標の指標 1.（面積合᱁⋡）については一部エリアで未㐩成となった。要ᅉは生

⫱環境がཝしい஝⇱流域にᒓするため、ⱑᮌの活╔⋡にᙳ㡪があったことによる。しかしながら、

㏣加調査㡯目のとおり、C/P 機関の能力は向上しており、プロジェクト目標は㐩成されている。 
 
２－㸲 ୖ఩┠ᶆの㐩ᡂぢ㎸ࡳ 

上位目標： 四川省の震災跡地において、被災森林植生の復旧事業が持続的・自立的に行われ

る。 

⾲１㸱 ୖ఩┠ᶆの㐩ᡂ≧ἣ 

指標 ⌧状 㐩成度

1. 震災地༊においてプロ

ジェクトの技術を౑⏝

した森林植生復旧面積

がプロジェクト⤊஢後

3 年までに 100 ha に㐩

する。 

2013年ᮎの実⦼で99.3� ha であり201�年中に๓ಽしして㐩成

の見㎸みである。たࡔし、99.3� ha は⌧ᅾのとこࢁプロジェク

トエリアの市県林業局独自施工の合計面積である。この他、

201� 年より、㞞Ᏻⰱ山地震植生復旧計画での、プロジェクト

の理ᛕと技術を౑⏝した施工が、プロジェクトエリアእで開始

された。 
 

㧗い 
見㎸み

上位目標の㐩成度  㧗 
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２－㸳 ᐇ᪋ࢫࢭࣟࣉの᳨ド 

プロジェクトの実施プロࢫࢭにおいては、以下のような状況が確ㄆされた。 
 

(1) 計画とのẚ㍑ 
茂県で開始した試験施工では、地方政府のྠពがᚓられず、2012 年以㝆工事が中止とな

っている。 
 

(2) 技術⛣㌿の方法 
試験施工地を「林業἞山モデル」として機能さࡏるため、プロジェクト๓༙は、成果 2.

（復旧工法に係る技術体系確立）のために計画された試験施工の活ືを重Ⅼ的に実施した。

技術⛣㌿も、省林業幹部学校での技術研修と試験施工での実㊶によるᑓ㛛技術⪅⫱成をめࡊ

し、省林業調査規画タ計院C/P、省林業科学研究院C/P、市県林業局C/P をඃ先した。その

後林業἞山モデルは機能し、市県関係⪅による独自施工がỴ定され、技術⛣㌿を受けたC/P
らによりタ計・施工され独自施工面積ᣑ大へとつながった。 

 
 プࢵࢩーࢼー࢜ (3)

プロジェクト๓༙はᑓ㛛家主ᑟの活ືであったが、2013 年の JCC において「201� 年度は

中国側が主体的に活ືする」ことがᢎㄆされたことから、⌧ᅾは中国側が主体的に活ືする

体制へと⛣行した。 
201� 年度活ື計画఍㆟においてྛ活ືの㈐௵ C/P 機関（省林業庁、省林業調査規画タ計

院、省林業科学研究院、市県林業局、及び林業幹部学校）及びᢸᙜC/P がỴ定し「活ື総合

計画」に記㍕された。プロジェクト⤊஢後については、省林業庁がྛ部署の業務分ᢸに基࡙

き関連部署による林業἞山のල体的実施体制をỴめる。 
 

(�) 連ᦠ協力体制の構⠏ 
北ி林業大学とは、プロジェクト開始以᮶、研修ㅮᖌ、ᑓ㛛᭩の⩻ヂ、北川県試験地での

データẚ㍑、ࢫ࢟ࢸト、ࣁンドࢵࣈクస成等の連ᦠ協力が取られてきた。201� 年 3 月から 8
月には林業἞山の生態ຠ果等の調査を北ி林業大学に౫㢗し、ᑟධ工法のጇᙜᛶ評価におい

て協力がᚓられている。 
 

(5) 上部組⧊（国家林業局）のᨭ援体制 
林業἞山のᗈ域ᬑ及のため「政策化・法制化」に向けたືきが開始されている。2013 年

11 月、国家林業局は林業἞山をᑓ㛛研究ㄢ㢟として᥇⏝し᳨ウ఍を四川省で開ദした。201�
年 8 月、国家林業局ࠗ中華人民共和国森林法 （࠘以下ࠗ森林法 ）࠘修ṇᨵゞへ「林業἞山」を

཯ᫎするため、プロジェクトࢧイトへ調査ᅋをὴ㐵し成果を総合的に調査し、プロジェクト

による林業἞山の実施と生態環境へのຠ果の調査結果を㋃まえ、201� 年 9 月、ࠗ 森林法࠘ᨵ

ゞ案➨ 52 条へ「林業἞山」を཯ᫎさࡏた。 
 

(6) 中間評価ࣞࣅュー合ྠ評価ᅋのᥦゝへの対ᛂ 
一部対ᛂがᅔ難なとこࢁもあったものの、それ以እは㐺ษに対ᛂ῭みであった。 
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7) プロジェクトへのᥦ  ゝ
a) 「四川省震災地植生復旧試行・モデル」への積極的ཧ加：対ᛂ῭み。 
E) 活ືࡈとのᢸᙜC/P のỴ定：201� 年度活ືについては対ᛂ῭み。 
F) ồめられる技術能力の᫂確化と᭦なる技術⛣㌿：一部C/P のồめられる技術能力は

᫂確化されていない。 
G) 林業幹部学校における研修：省林業庁の林業἞山ᢸᙜ部署がỴ定しておらず林業἞

山研修は一部ㅮ⩏に␃まっている。 
H) ᪂たな工ᡭ・工法のᑟධ：金⥙工は地方標‽に記㍕῭みࡔが、他の植᱂技術はᶞ✀

の㑅定を地ඖのព向ඃ先としたためᑟධᅔ難であった。 
I) 他の JICA プロジェクト成果の活⏝：省林業幹部学校は先行したプロジェクト成果を

活⏝していた。 
 

8) JICA へのᥦ  ゝ
a) 長期ᑓ㛛家へのᨭ援強化：ᨭ援のᚲ要な状況が生じなかった。 
E) プロジェクト成果の PR：中国事務所+P 等で対ᛂ῭み。 
 

9) 省林業庁へのᥦ  ゝ
a) 中ኸ政府への PR：๪庁長の࣏ࣞート等で林業἞山の成果をሗ࿌するなど、対ᛂ῭み。 
E) JCC ࣓ンࣂーのቑဨ：➨ 5 回 JCC で国家林業局造林ྖを㏣加した。 
F) 関連基‽策定のಁ㐍：プロジェクトの成果㸰の活ືでస成された技術指㔪（地方標

‽）は、「林業἞山調査規画タ計技術規⛬」として 7 月 25 日ᢈ෸、201� 年 9 月 1 日

実施がබ布された。  
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➨㸱❶ 評価 � 㡯目による評価 
 

㸱－１ ጇᙜᛶ 

プロジェクト実施のጇᙜᛶは、⤊஢᫬評価᫬Ⅼでも㧗い。 
本プロジェクトは、四川大地震後に中国政府が発布した「国家汶川地震復興再建総体計画（2008

年 9 月 19 日බ布）」に照らし、四川省政府が制定した「汶川地震災害後林業生態回復再建計画」

による、森林の植生回復への取り組みのため、関係機関の技術能力向上を図る目的で開始された

プロジェクトであり、⌧ᅾでも被災森林の植生復旧は᏶஢していない。また、2013 年 � 月に発生

した四川省ⰱ山地震の復旧計画に「林業἞山技術」を㐺⏝することをỴ定し、事業にᚲ要な林業

἞山ண⟬を確保した。ᙜ計画は（国務院に）ᢎㄆされ 201� 年からᚎࠎに実施しはじめる。実施期

間は 2015 年๓後まで続くண定であり、地域・♫఍の被災森林復旧ニーࢬはさらに㧗まっている。 
201� 年 9 月、国家政策「生態ᩥ᫂建タ」（生態環境を重どする開発政策）を受け、四川省林業

庁は生態環境政策を重どし「四川省林業生態ᩥ᫂建タ計画要⥘（201�-2020）」を策定した。その

中でも「林業἞山」技術は඾ᆺ的モデルと位⨨࡙けられていることから、生態環境政策とのᩚ合

ᛶも㧗まっている。 
日本側の政府開発援助（2IILFLaO DHYHORSPHQW AVVLVWaQFH：2DA）政策については、対中国経῭協

力計画の中で環境や生態系の保全は、重Ⅼ分野となっている。さらに日本のᙜヱ技術のඃ位ᛶと

して、中国では山地災害の復旧は国土㈨源、水฼部㛛が土ᮌ工事をᢸᙜすることが一⯡的で、森

林分野では造林による復旧が通ᖖであり、土ᮌ工事と造林を組み合わࡏて施工する἞山術は未▱

の㡿域の技術であった。日本には中国にはない森林植生を復旧する἞山事業のࣀウࣁウがあり、

日本の技術のඃ位ᛶは㧗い。 
以上のことから、プロジェクトの上位目標「四川省の震災跡地において、被災森林植生の復旧

事業が持続的・自立的に行われる。」及びプロジェクト目標「プロジェクトエリアにおける௦表的

な被災森林植生復旧事業にᦠわる関係機関の技術能力が向上する。」は、ターࢵࢤトグループ、地

域・♫఍のニーࢬ、及び୧国の政策とのᩚ合ᛶは㧗い。 
 
㸱－２ ᭷ຠᛶ 

有ຠᛶは㧗い。 
プロジェクト目標「プロジェクトエリアにおける௦表的な被災森林植生復旧事業にᦠわる関係

機関の技術能力が向上する。」は、計画された 2 つの成果、≉に成果 2「被災森林植生の主要な復

旧工法に係る技術体系が確立される」における試験施工を通じた実㊶、及び、成果 3「被災森林

植生の復旧事業を行うための技術研修の内容・体制が強化される。」の἞山技術⪅養成研修により

㐩成された。さらに、プロジェクト目標㐩成の≉➹すべき㈉⊩要ᅉとして、12 カ所に及ࡪ試験施

工地が「林業἞山モデル」として機能したことが挙げられる。試験施工地をモデルとするアプロ

ーチはプロジェクト開始᫬のᑓ㛛家による発案でありC/P 機関と一୸となった協力体制で重Ⅼ的

に実施したものであった。この「林業἞山モデル」によって、ᚑ᮶の⥳化のみによる被災森林植

生復旧の理ᛕと方法から、中国の林業部㛛においては経験のなかった土ᮌ的ᡭ法と⥳化的ᡭ法を

組み合わࡏた被災森林植生復旧へと、林業関係⪅及び省・市・県幹部のㄆ㆑を大きくኚえた。こ

のことがプロジェクト目標の指標 2.（市県林業局によるプロジェクトの技術を౑⏝した独自施工
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面積）のᩘ್目標を大ᖜに上回る㐩成に㈉⊩した。 
 
㸱－㸱 ຠ⋡ᛶ 

ຠ⋡ᛶは中⛬度である。 
ྛ成果の㐩成状況においては、プロジェクトのᢞධに照らして、≉にຠ⋡ᛶが㧗いものは「成

果 2：被災森林植生の主要な復旧工法に係る技術体系が確立される」であった。㈉⊩した要ᅉと

して、市県林業局C/P 機関の積極的なጼໃと地ඖ住民の積極的なཧ加、省及び市県の技術系C/P、
日本人ᑓ㛛家の㞟中的ᢞධにより、἞山試験施工がຠ果的に㐍ࡔࢇ。また、JICA が実施したプロ

ジェクト「四川省森林造成モデル計画プロジェクト」で開発された⡆᫆἞山技術をཧ⪃とし、さ

らに、地ඖのఏ⤫的技術を᥇⏝し、地ඖの⇍⦎⪅、地ඖの㈨ᮦを౑⏝し、ࢫࢥトのపῶにつなが

ったこと、中国側の経験が生かされたことがあげられる。また、「成果 3：被災森林植生の復旧事

業を行うための技術研修の内容・体制が強化される。」についても、省林業幹部学校は、先行した

JICAプロジェクト「す部地༊林業人ᮦ⫱成プロジェクト」のC/P機関のࡦとつであったことから、

カリ࢟ュラ࣒స成等では「研修管理マニュアル」にᚑったࣀウࣁウが活⏝され、ຠ⋡ᛶを㧗める

要ᅉとなった。 
 ྛᢞධの㐺ษᛶについては次のとおりである。C/P 㓄⨨については、被災した市・県林業局C/P
機関は人ဨ不足の中᭱大㝈のດ力がされた。プロジェクト๓༙のᑓ㛛家ὴ㐵については἞山タ計/
἞山施工長期ᑓ㛛家が 1 名であったため、3 つの市県で施工が重」した᫬期の⌧ሙ指ᑟはᅔ難で

あった。日本からの౪与機ᮦは、㌴୧（�:D ㌴/ࢵࣆクアࢵプトラࢵク計 8 ྎ）が౪与機ᮦ㈝⏝

の 72㸣を༨め、おおむࡡ㐺ษに౑⏝されている。省C/P 機関、市県林業局に౪与されたࣅデ࢜カ

࣓ラ 9 ྎは౑⏝㢖度がపい。C/P 本㑥研修については、一部研修ဨはᖐ国後のプロジェクト活ື

への関与がまࡔపい⪅がいるものの、経験のない林業἞山事業の全体的理ゎを῝めるのに㈉⊩し

ている。たࡔし、ᖐ国後プロジェクト活ືから㞳れたものがおり、ຠ⋡ᛶప下の一ᅉとなってい

る。ローカルࢫࢥトについては、日本側がプロジェクトの試験施工㈝⏝（12 カ所）、林業἞山研

修㈝⏝を㈇ᢸし、中国側は、C/P 活ື㈝、プロジェクト事務所㈝⏝等を㈇ᢸした。また市県林業

局からは、独自ண⟬による施工が実施された。 
 
㸱－㸲 ࢺࢡࣃࣥ࢖ 

上位目標は、⌧᫬Ⅼで᪤に࡯ぼ㐩成されており、⤊஢᫬評価調査で PD0 の指標（森林植生復

旧面積）を 100 ha から 200 ha へኚ᭦した。 
四川省林業庁による独自施工による森林植生復旧面積は、2013 年ᮎの実⦼で 99.3� ha であり

201� 年中に๓ಽしして 100 ha 㐩成の見㎸みである。㈉⊩要ᅉとしては、省林業庁が 2013 年まで

5 市県で実施した「四川省震災地植生復旧試行・モデル」プロジェクトにより、市県林業局の独

自施工面積がᣑ大したことが挙げられる。しなしながら、林業庁プロジェクトは᪤に⤊஢し、上

位目標の対㇟となっている震災地༊ 39 市県のうࡕṧり 3� 市県について⥅続の計画はないことが

省林業庁への調査で確ㄆされた。したがって、プロジェクトの技術を౑⏝した森林植生復旧の⥅

続のためには᪂たなண⟬ᥐ⨨がᚲ要であり、እ部条件の㏣加を᳨ウするᚲ要がある。なお省林業

庁は、ᘬき続き多様なண⟬を活⏝し、より㧗い目標を㐩成したいとしている。 
 したがって、プロジェクト⤊஢後 3 年での㐩成がព図されている上位目標であるが、プロジェ

クト⤊஢๓に๓ಽしで㐩成の見㎸みとなったため、プロジェクト⤊஢後 3 年間の森林植生復旧の
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⥅続を見通した、᪂たなᩘ್目標のタ定の᳨ウがᚲ要である。 
プロジェクト実施によるその他、プラࢫのインパクトは以下のとおりである。㈇のインパクト

のሗ࿌はない。 
 
(1) 国家林業局の政策へのᙳ㡪 
国家林業局では林業἞山のᗈ域ᬑ及のため「政策化・法制化」に向けたືきが開始された。2013

年 11 月、林業἞山をᑓ㛛研究ㄢ㢟として᥇⏝し᳨ウ఍を四川省で開ദした。201� 年 8 月、国家

林業局ࠗ森林法࠘ᨵゞ案へ「林業἞山」を཯ᫎさࡏるため、プロジェクトࢧイトへ調査ᅋをὴ㐵

し成果を総合的に調査し、プロジェクトによる林業἞山の実施と生態環境へのຠ果の調査結果を

㋃まえ、201� 年 9 月、ࠗ 森林法࠘ᨵゞ案➨ 52 条へ「林業἞山」を཯ᫎさࡏたとこࢁである。 
 

(2) ᪂たな震災の植生復興計画及びண⟬へのᙳ㡪 
2013年�月に四川省㞞Ᏻ市においてⰱ山地震が発生し、策定された「被災地植生復旧計画では、

林業἞山が᥇⏝された。ண⟬ではᚑ᮶の造林ᡭ法による⥳化ண⟬の༢価は１࣒ー（約 0.07 ha）ᙜ

たり600ඖでしかなかったが、1࣒ーᙜたり20�000ඖから26�000ඖの༢価で計上されᢎㄆされた。 
 

(3) 地ඖ住民へのᙳ㡪 
 林業἞山の施工地では、クル࣑等が植᱂され、これらを地ඖ住民が฼⏝できることにより཰ධ

の向上が期ᚅされる。また、林業἞山の技術を地ඖ住民が農地の保全にもᛂ⏝するようになった。 
 
㸱－㸳 ᣢ⥆ᛶ 

持続ᛶは、以下のような⌧状から、中⛬度と見㎸まれる。 
 
(1) 制度・政策的持続ᛶ 

四川省ရ㉁技術┘╩局によって林業἞山が四川省地方標‽「林業἞山調査規画タ計技術規⛬」

としてᢈ෸・බ布された。また国家林業局においても、ࠗ 森林法࠘ᨵゞへの཯ᫎに向けて調査

等が㐍められている。このことから、林業分野としてึめて施工した「林業἞山モデル」は植

生復旧工法として、制度化・政策化へ向けて大きな一Ṍを㋃みฟした状況である。たࡔし地方

標‽が実際の事業に㐺⏝されるには、四川省からこれを実施する施行通▱がᚲ要である。また、

地方標‽どおり施工するための施工技術マニュアルのようなものがᚲ要とされている。 
 
(2) 組⧊的持続ᛶ 

省林業庁では、❆ཱྀとして国際合సฎがプロジェクトᢸᙜをしたが、その他の部署はC/P と

なっていたものの、プロジェクトのྛ活ືには┤᥋的に関与しておらず技術⛣㌿はされていな

い。要ᅉとして、省ࣞ࣋ルのC/P 機関のᙺ๭について、日本側は造林ฎなどの技術系部㛛へは

技術⛣㌿がᚲ要と⪃えており、林業庁側は「行政は管理が௙事で技術はച下の省林業調査規画

院及び省林業科学研究ဨがᢸᙜしている、ᚲ要な技術は本㑥研修で⩦ᚓ῭み」とする⪃えにつ

いてពᛮ␯通が༑分でなかった。プロジェクト⤊஢後の林業἞山政策Ỵ定後には、省林業庁内

ྛ部署の業務分ᢸに基࡙き、関連部署による林業἞山のල体的実施となる見㎸みである。 
省林業調査規画院、省林業科学院、省林業幹部学校では、林業庁ച下の組⧊ではあるものの、

－ 13 －



 
 

独自に事業を受ὀしており、林業἞山事業及び林業἞山研修実施の組⧊体制はᩚっている。 
3 市県林業局では、プロジェクトにより林業἞山の試験施工、独自施工の実施による実⦼は

でき、組⧊として実施する体制はおおむᩚࡡっている。 
 
(3) 技術的持続ᛶ 

἞山ᑓ㛛技術⪅として技術系 C/P（省林業調査規画院、省林業科学院、市県林業局）の能力

は༑分に向上していることが確ㄆされており、うࡕ 7 名は≉に研修ㅮᖌ人ᮦとしての能力も強

化された。林業幹部学校C/P も研修㐠Ⴀ能力は༑分に㧗まっている。一方、省林業庁は林業἞

山の技術能力強化はできていない。林業἞山技術の持続ᛶを図るために、プロジェクト⤊஢後

も林業἞山事業の⥅続がᚲ要である。 
 
(�) ㈈政的持続ᛶ 

いずれのC/P 機関も政策Ỵ定までの㈈政的持続ᛶはᅔ難である。省林業庁では「四川省震災

地植生復旧試行・モデル」を被災 39 市県のうࡕ 5 市県（うࡕ � 市県 JICA のプロジェクトエリ

ア）で本プロジェクト期間中に実施したが、2013 年で᪤に⤊஢した。林業἞山事業を実施する

には、国家ࣞ࣋ルでの政策策定がᚲ要であり、国家林業局が⌧ᅾ積極的に取り組ࢇでいるとこ

であるが、林業἞山事業を⥔持するためには、政策策定までに多様なண⟬を活⏝して林業἞ࢁ

山事業に取り㎸むᚲ要がある。 
 

ྛC/P 機関ูの持続ᛶの見㎸みに係る調査結果を、表１㸲のとおりᩚ理した。 
 

⾲１㸲 &�3ᶵ㛵ูᣢ⥆ᛶ࡟ಀࡿㄪᰝ⤖ᯝ 

C/P 機関名 組⧊的持続ᛶ 技術的持続ᛶ ㈈政的持続ᛶ 

1. 四川省林業庁 国際合సฎがC/Pとして中ᚰ

的に機能した。林業἞山の政

策Ỵ定後に、その他の部署は

業務分ᢸに基࡙きᢸᙜがỴ

定する見㎸みである。 

省林業庁は「行政であり技

術⛣㌿はച下の 2 院がᢸ

ᙜする」とのことから、プ

ロジェクト期間中の技術

⛣㌿を C/P は受けていな

い。 
 

ண⟬への཯ᫎは、国家ࣞ࣋ル

で、林業἞山実施の法的ᢎㄆが

ᚓられたሙ合、林業἞山ண⟬も

政府の年度㈈政ண⟬ᯟ組みに

ධる見㎸み。 
 
・2013 年に発生した㞞Ᏻ市ⰱ

山地震の「復旧計画」では、林

業἞山が᥇⏝され༢価が計上

された。 
 
・地方標‽「林業἞山調査タ計

技術規⛬」としてᢈ෸・බ布が

され、201� 年 9 月 1 日から施

行された。 
 
・四川省及び国家林業局は林業

἞山のࠗ 森林法 へ࠘の཯ᫎにດ

力中である。 

(1)国際合సฎ 
プロジェクトの総ᣓ部㛛で

中国側の❆ཱྀ。林業庁でC/P
として機能していた部署。 

プロジェクト❆ཱྀᢸᙜと

しての経験をᚓた。 

(2)造林ฎ 
C/P 本㑥研修には 1 名ཧ加。

どプロジェクト活ືࢇと࡯

はしていない。行政機関のた

め管理ᢸᙜ、技術指ᑟはしな

い。 

C/P 本㑥研修にཧ加した

が、プロジェクト活ືへの

┤᥋的な関与、及び林業἞

山研修へのཧ加も㝈定的

であったことから、林業἞

山の技術⛣㌿はᑓ㛛家か

らは受けていない。 (3)科技ฎ 
C/P 本㑥研修には 1 名ཧ加。

どプロジェクト活ືࢇと࡯

はしていない。 
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(�)人事ᩍ⫱ฎ 
研修ᢸᙜC/P。研修の௻画は

林業庁のᢸᙜ部署で、人事ᩍ

⫱ฎはそのᢎㄆ機関。ᢎㄆさ

れた研修が林業幹部学校で

実施される。 

プロジェクト活ືへの┤

᥋的なཧ加は㝈定的で、技

術⛣㌿はない。 

(5)四川省林業ࢸࢫーࣙࢩン 

➨ 3 回 JCC でC/P として 2
名が㏣加された。 

本㑥研修に 2 名ཧ加した

のみ。 

2. 四川省林業調

査規画院 
 

᭱も中ᚰ的な技術系C/Pとし

て林業἞山技術を⩦ᚓした。

ྛ試験施工では計画・タ計活

ືにᚑ事。業務では、計画・

タ計を市県から受ὀして実

施もしている。 

・研修ㅮᖌC/P は 2 名が⫱

成された。（᱇林華 8 回、

๽㈶ � 回実⦼。） 
トస成、技術指㔪ࢫ࢟ࢸ・

ᇳ➹等ᢸᙜした。 
・林業἞山の技術は、林業

἞山研修、試験施工、受ὀ

施工を通じて向上してい

る。 
・受ὀ案件のタ計ではその

一部に林業἞山施工をᥦ

案している。 

・省林業庁に係る事業の㈈政見

㎸みは、上にྠじ。 
・独自に、市県林業局から事業

を受ὀしている。201� 年には

ⰱ山地震復興事業の一部を受

ὀしており、林業἞山もその一

部タ計でᥦ案している。 

3. 四川省林業科

学研究院 
 

プロジェクトの要請᭩స成

に関与、ึ 期の調査活ືにཧ

加した。業務では、計画・タ

計、᳨ 査を市県から受ὀして

実施。受ὀ案件で、タ計ᢸᙜ

した⪅の中には、林業἞山研

修未受ㅮ⪅もいた。 

・研修ㅮᖌC/P は 1 名が⫱

成された（ⓑᩩ 2 回実⦼）。

・林業἞山の技術は、林業

἞山研修、試験施工、受ὀ

施工を通じて向上してい

る。 
・受ὀ案件のタ計ではその

一部に林業἞山施工をᥦ

案している。 

・省林業庁に係る事業の㈈政見

㎸みは、上にྠじ。 
・独自に、市県林業局から事業

を受ὀしている。 

�. 四川省林業幹

部学校 
 

プロジェクトの林業἞山研

修 2 を㐠Ⴀ、研修評価ࢫーࢥ

等も実施。ㅮᖌとともに研修

カリ࢟ュラࢫ࢟ࢸ、࣒トస

成・ᨵゞにᚑ事。㐠Ⴀ能力、

体制は༑分。独自に研修受ὀ

もしている。 

・プロジェクトの林業἞山

研修の㐠ႠはC/P 1名がᢸ

ᙜしてきており、カリ࢟ュ

ラ࣒స成、ࢫ࢟ࢸトస成ᨵ

ゞ等の研修㐠Ⴀ能力は༑

分にある。 

・省林業庁に係る研修の㈈政見

㎸みは、上にྠじ。 
・独自に受ὀしたアࣂ州㤿∞ᗣ

県林業局の林業総合研修で、林

業἞山ㅮ⩏もᥦ案・実施してい

る。 

5. 綿竹市林業局 林業἞山技術を౑った独自

施工の実施体制はあり、ண⟬

が確保されれࡤ、林業἞山事

業は⥅続できる。 

・研修ㅮᖌC/P は 2 名が⫱

成された。（၈♩㈗ 3 回、

ᮤ೧ 2 回実⦼。） 
・林業἞山研修、試験施

工・技術研修を通じた林業

局、林ሙࢸࢫーࣙࢩンの技

術C/P、試験施工地の農民

等が技術を⩦ᚓしている。

・四川大地震復興ண⟬、ᑠῲ基

金、Ḣ州ᢞ㈨㖟行からのண⟬で

独自施工 59.05 ha を実施した。

・2015 年は「防災・ῶ災事業

ண⟬」を確保῭み。 

6. 汶川県林業局 林業἞山技術を౑った独自

施工の実施体制はあり、ண⟬

が確保されれࡤ、林業἞山事

業は⥅続できる。 

・研修ㅮᖌC/P は 1 名が⫱

成された（㝞⇃ 6 回実⦼）。

・林業἞山研修、試験施

工・技術研修を通じた林業

局、林ሙࢸࢫーࣙࢩンの技

・汶川地震復興ண⟬で 20.28 ha
を独自施工したが、林業἞山の

施工༢価も他とẚ㍑して 5 万

ඖと㧗く、஝⇱と水害のཝしい

環境から⥔持管理ࢫࢥトも施
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術C/P、試験施工地の農民

等が技術を⩦ᚓしている。

工༢価以上に㧗い。他部㛛との

連ᦠ体制によるண⟬確保に期

ᚅ。 
7. 北川県林業局  ・研修ㅮᖌC/P は 1 名が⫱

成された（㯤立཮ 6 回実

⦼）。 
・林業἞山研修、試験施

工・技術研修を通じて林業

局、林ሙࢸࢫーࣙࢩンの技

術C/P、試験施工地の農民

等が技術を⩦ᚓしている。

・四川大地震復興ண⟬で 20.01 
ha を独自施工した。 
・政策Ỵ定まで、ண⟬確保はᅔ

難な見㎸み。 

8. 茂県林業局 
 

2011 年 12 月、➨ 3 回 JCC で

C/P 機関ࡔがプロジェクトエ

リアにはྵまない、として㏣

加がᢎㄆされた。 

2012 年より試験施工を中

止している状況であるが、

これまで林業἞山技術⪅

養成研修を受ㅮ⪅してき

たC/P は 3 名となってい

る。 

（2012 年より試験施工中止。）

9. 彭州市林業局 2011 年 12 月、➨ 3 回 JCC で

C/P 機関ࡔがプロジェクトエ

リアにはྵまないとして㏣

加がᢎㄆされた。 

2012 年より㏣加された

C/P であり、林業἞山研修

は受ㅮしているものの、プ

ロジェクトの試験施工事

౛が少なく他林業局࡯ど

の施工技術⩦ᚓには⮳っ

ていない。 

・省林業庁のモデルプロジェク

ト対㇟ 5 ༊ではなく、林業἞山

の独自施工の実⦼はない。201�
年度プロジェクトの試験施工

⤊஢後は、独自施工のண⟬・計

画はない。 

䠄᝟ሗ※䠖⤊஢᫬ホ౯ㄪᰝ⤖果䜘䜚䠅 
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➨㸲❶ 結ㄽ 
 
上記のとおり、プロジェクト目標は㐩成されており、ண定通り 2015 年 1 月に⤊஢することが

ጇᙜであると合ྠ評価調査ᅋはุ᩿した。なお、このプロジェクトは、日本独自の἞山の理ᛕと

技術を四川省にᑟධし、᭦にその重要ᛶは、中ኸ政府にもㄆめられ全国に積極的にᒎ開されよう

としており、極めて大きなインパクトを生みฟしつつあるⅬを合ྠ評価調査ᅋは、≉に㧗く評価

するものである。 
 
 

➨㸳❶ ᥦゝとᩍカ 
 
㸳－１ ᥦゝ 

㸳㸫１㸫１ プロジェクト（C/P 及び JICA ᑓ㛛家）へのᥦ  ゝ
(1) プロジェクト⤊஢後にᘬき続きྛ市県において、多様なண⟬を活⏝し、被災森林植生の

復旧事業が持続的・自立的に行われるとの見通しであることから、JCC において、PD0
の上位目標の指標である、プロジェクト⤊஢後 3 年目までの森林植生復旧面積を᪂たな

目標್（200 ha ⛬度）にᨵ定するとともに、上位目標を㐩成するためのእ部条件として

「多様なண⟬を活⏝できる。」を㏣加すること。 
(2) 地方標‽に㐺合した施工ရ㉁が確保されるよう施工技術マニュアルをプロジェクト⤊஢

までに᏶成さࡏること。 
(3) 研修カリ࢟ュラࢫ࢟ࢸ、࣒トを᭱⤊研修ࢥーࢫ研修実施後プロジェクト⤊஢までに᏶成

さࡏること。その際、ᫎീ等を活⏝したࣅジュアルにも㓄៖すること。 
 
㸳㸫１㸫㸰 中国側関係機関へのᥦ  ゝ

(1) 国家林業局に対して 
1) 国家政策「生態ᩥ᫂建タ」の᥎㐍上有ຠな施策である林業἞山を制度化するために、

森林法のᨵ定を行うとともに関係省が林業἞山を実施するためのண⟬を確保できる

ようດめること。また、林業἞山の国家標‽を㏿やかにస成すること。 
 

(2) 省林業庁に対して 
1) 地方標‽「林業἞山調査規画タ計技術規⛬」を、実際の事業に᪩期に㐺⏝するため、

ᚲ要な施行通▱を発ฟすること。 
2) プロジェクトがస成する研修カリ࢟ュラࢫ࢟ࢸ、࣒ト及び施工技術マニュアルをᢎㄆ

すること。 
3) プロジェクト⤊஢後の持続的発ᒎに関わる体制とᥐ⨨を᪩期に᳨ウすること。 
�) 被災地の生態系を᪩期に復旧するため、ᘬき続き省林業幹部学校における林業἞山技

術研修の対㇟⪅の⠊ᅖのᣑ大を図ること。 
5) プロジェクト⤊஢後においても、多様なண⟬を活⏝し被災森林植生の復旧事業を持続
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的・自立的に実施するようྛ市県を指ᑟすること。 
6) 生⫱環境がཝしい林業἞山施工地において、活╔⋡を向上さࡏるために᭦なる技術開

発にດめること。 
 

(3) 市県に対して 
1) プロジェクト⤊஢後においても、多様なண⟬を活⏝し被災森林植生の復旧事業が持続

的・自立的に実施すること。 
2) 今後の林業἞山のタ計と施工については、林業἞山のရ㉁を確保するため省林業庁が

ᢎㄆする施工技術マニュアルに基࡙き、㐺ษに実施しタ計・施工関連㈨᱁を持つタ

計・施工機関に౫㢗すること。 
 
㸳㸫１㸫㸱 JICA へのᥦ  ゝ
林業἞山が中国政府の政策に位⨨࡙けられるよう、ྍ能な⠊ᅖでプロジェクトの成果とイン

パクトのᣑ大について、中国側の主体的な活ືを側面ᨭ援すること。 
 
㸳－２ ᩍカ㸦௒ᚋ௚ᅜ࡛ᐇ᪋ྠࡿࢀࡉᵝのࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉのᩍカと࡚ࡋ㸧 

(1)  ⌧ሙでの試験施工を中ᚰとしたアプローチと本㑥での⌧ሙどᐹの有ຠᛶ 
ᙜプロジェクトにおいては、林業἞山をᑟධするためにまず⌧ሙにおいてそのᚲ要ᛶ、有

ຠᛶのC/P による理ゎをಁ㐍するためにᑓ㛛家が技術系C/P とᐦ╔して⌧地で試験施工を実

㊶した。さらに、日本国内でのC/P 研修を通して、実際に日本の⌧ሙにおける἞山事業の実

施状況をどᐹすることにより、C/P に林業἞山に係る理ᛕが᭦にᾐ㏱した。この結果、C/P
の理ゎが㣕㌍的に㧗まり、独自施工面積の急㏿なᣑ大によりプロジェクト目標の㐩成に大き

く㈉⊩した。C/P に㥆ᰁみのない技術の⛣㌿を図るሙ合には、⌧ሙにおける┤᥋指ᑟや本㑥

での⌧ሙどᐹが有ຠである。 
 

(2)  大学等ᑓ㛛㧗等ᩍ⫱研究機関のリࢯーࢫ活⏝のຠ⋡ᛶ 
ᙜプロジェクトにおいては、研修ㅮᖌの確保、ᑓ㛛᭩の⩻ヂ、試験地のデータ分ᯒ、࢟ࢸ

クのస成、林業἞山のຠ果の᳨証等において北ி林業大学等との連ᦠを行ࢵࣈンドࣁ、トࢫ

った。こうしたリࢯーࢫの活⏝により、ྛ成果がຠ⋡的に発᥹された。ᑓ㛛ᛶの㧗いリࢯー

の活⏝がຠ⋡的ࢫーࢯの活⏝がᚲ要な案件においては、大学等ᑓ㛛㧗等ᩍ⫱研究機関のリࢫ

である。 
 

(3)  C/P 機関から上部組⧊へのሗ࿌の重要ᛶ 
四川省林業庁が、プロジェクトの実施を㠀ᖖに重どし、C/P 機関として林業἞山のព⩏と

重要ᛶを༑分ㄆ㆑した上で、本プロジェクト実施期間中に、四川省政府と中ኸ政府の関係部

㛛による林業἞山政策の策定をᥦ案し、積極的に㈉⊩した。このようにC/P 機関の上部組⧊

へのሗ࿌が㠀ᖖに重要である。 
 

(�)  ローカルリࢯーࢫの活⏝による事業のຠ⋡化 
ᙜプロジェクトにおいては、林業἞山という中国側にとって᪂しい理ᛕと技術をᑟධする
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一方で、ಶࠎの技術要⣲に関しては、㗰〇ᯟ土␃工といった᪂しい工法ࡔけでなく地ඖのఏ

⤫的技術も᥇⏝し、地ඖの⇍⦎⪅を活⏝し、地ඖの㈨ᮦを౑⏝するなど中国側の経験も活⏝

し、ࢫࢥトのపῶに結び௜いた。このように、᪂しい概ᛕをᑟධするሙ合であっても実᝟に

ᛂじて⌧地リࢯーࢫの活⏝を図ることによってຠ⋡ᛶさらには持続ᛶをも㧗めることがで

きる。 
 

(5) 他の JICA プロジェクトのࣀウࣁウの活⏝によるຠ⋡化 
本プロジェクトにおいては、「四川省森林造成モデル計画プロジェクト」により、開発さ

れた⡆᫆἞山技術をཧ⪃とした他、本プロジェクトの C/P 機関が、「す部地༊林業人ᮦ⫱成

プロジェクト」のC/P 機関のࡦとつであったことから、研修管理能力向上においてはそのࣀ

ウࣁウも活⏝され、ຠ⋡的な成果の発⌧に結び௜いた。プロジェクトのᢞධの計画にᙜたっ

ては、他の JICA プロジェクトの技術、ࣀウࣁウ等を᭱大㝈に活⏝することによりຠ⋡化を

図ることが重要である。 
 

(6) 活ືの内容にᛂじたຠ⋡的なᑓ㛛家のᢞධ 
本プロジェクトにおいては、๓༙においては、἞山タ計/἞山施工の長期ᑓ㛛家による⌧地

にᐦ╔した指ᑟがᚲ要であったが、3 カ所のパイロࢵトࢧイトでྠ᫬୪行的に 1 人のᑓ㛛家

が指ᑟすることは、ᅔ難を極め、プロジェクト㐠Ⴀ管理上のᙳ㡪が生じた。ᑓ㛛家のᢞධに

ᙜたっては、⦾ᛁ期にも༑分な指ᑟがྍ能となるようຠ⋡的なᢞධがᚲ要である。 
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➨㸴❶ その他 
 

㸴－１ ᅋ㛗ᡤឤ 

 JICA「四川省震災後森林植生復旧計画プロジェクト」合ྠ評価調査ᅋは、今⯡ྠプロジェクト

の⤊஢᫬評価調査を実施し、合ྠ⤊஢᫬評価ሗ࿌᭩をྠプロジェクトに係る合ྠ調ᩚጤဨ఍にሗ

࿌した。 
 ྠሗ࿌᭩の結ㄽのとおり、ྠプロジェクトは目標を㐩成しているとุ᩿され、さらに、日本独

自の἞山技術が中国中ኸ政府の政策に཯ᫎされるという、大きなインパクトを生みฟしつつある。 
 これも山間㐲㝸地というᝏ条件の中で技術指ᑟにዧ㜚したṔ௦ᑓ㛛家、その指ᑟを積極的に受

け止め主体的に活ືを実施した中国側 C/P、そしてプロジェクトの成果を㧗く評価し他省へのᬑ

及・ᒎ開にᑾ力した国家林業局及び四川省林業庁等、関係⪅の୪ࠎならࡠດ力と、ᅾ中国日本大

౑㤋及び JICA 中国事務所のࡈᨭ援・ࡈ指ᑟの㈷物であり、このሙを೉りてお♩を⏦し上げたい。 
 評価結果のヲ⣽については合ྠ⤊஢᫬評価ሗ࿌᭩に記㍕の通りであるが、ここでは≉に重要な

事㡯とྠሗ࿌᭩に記㍕のない事㡯についてゐれておく。 
 
(1) 日本方ᘧのᬑ及及び日本〇ရのᾏእᒎ開に関して 
 日本の἞山技術は、100 年を㉺える἞山のṔྐの中で発ᒎしてきたものであり、「日本方ᘧ」の

௦表౛ともいえるものであり、また、その施工のためにさまࡊまな〇ရが開発されてきている。

したがって、日本の἞山技術を中国にᑟධする本プロジェクトは日本方ᘧのᬑ及というⅬでも㧗

く評価されるものである。また、本プロジェクトでは日本〇ရを౑⏝した工✀を施工し、後にこ

の〇ရが⌧地生産されており、日本〇ရのᾏእᒎ開の面でも重要なᙺ๭を果たしているものであ

る。 
 
(2) 中国の国家政策へのインパクト 
 本プロジェクトがᑟධした἞山技術は、土ᮌ的ᡭ法と⥳化的ᡭ法を組み合わࡏた被災森林植生

復旧技術である。これまで⥳化的ᡭ法のみによりຠ果が㝈定的であった中国の被災森林復旧事業

に㠉࿨をもたらしたともいえ、四川省林業庁に㧗く評価されるのみならず、ྠ省幹部の国・他省

へのാきかけもあり、国家林業局も国家政策へのᑟධを᳨ウするに⮳る。さらに、⌧ᅾ㐍められ

ている森林法のᨵṇにも཯ᫎされ、国家的な取り組みが᥎㐍されようとしている。このような中

国の国家政策へのインパクトは、中ኸと地方の連ᦠがうまくいったࢣーࢫとして極めて画期的な

ものであり、こうしたព࿡でも本プロジェクトは㧗く評価されるべきものである。 
 なお、国家林業局は、林業἞山の全国的なᒎ開のためには、四川省とは␗なる自然条件等に対

ᛂできる多様な἞山技術の⛣㌿等がᚲ要であり、日本人ᑓ㛛家のὴ㐵や中国側技術⪅に対する本

㑥研修の実施を要請したいとしており、そのࢫࢥトについても中国側で積極的に㈇ᢸするྍ能ᛶ

を♧၀している。実際に四川省林業庁が日本の森林・林業分野の技術⪅を中国側のࢫࢥト㈇ᢸで

ᣍ⪸している事౛もある。 
 上記 (1) のとおり、林業἞山の全国ᒎ開は、日本方ᘧのᬑ及や日本〇ရのᾏእᒎ開にもつなが

るものであり、今後 JICA 事務所においては、合ྠ⤊஢᫬評価ሗ࿌᭩でも「ྍ能な⠊ᅖでプロジ

ェクトの成果とインパクトのᣑ大について、中国側の主体的な活ືの側面ᨭ援をすること」とᥦ

－ 20 －



 
 

ゝされていることを㋃まえ、国家林業局等からᨭ援の要請内容について᝟ሗを཰㞟する等の対ᛂ

をしていたࡔきたい。 
 
(3) 森林防災のୡ⏺的な重要ᛶ

 森林による防災・ῶ災・復興ᨭ援のᙺ๭は 201� 年の国連㣗⣊農業機関（)RRG aQG AJULFXOWXUH 
2UJaQL]aWLRQ RI WhH 8QLWHG 1aWLRQV：)A2）林業大఍でも取り上げられ、また生態系を活⏝した防災・

ῶ災（(FRV\VWHP-EaVHG DLVaVWHU RLVN RHGXFWLRQ：(FR-DRR）も 201� 年開ദされる生物多様ᛶ条約⥾

約国఍㆟等でも取り上げられる見㎸みであり、さらに、これらは 2015 年 3 月に௝ྎで開ദされる

国連ୡ⏺防災఍㆟でも㆟ㄽがண定されており、国際的な関ᚰを㞟めているとこࢁである。JICA 地

球環境部も、自然環境保全分野事業ᡓ␎のᡓ␎ㄢ㢟のࡦとつに「防災・ࣞジリエンࢫ強化のため

の持続的森林管理」をᥖげ、取り組みを強化しており、本プロジェクトはこうした₻流の先㥑け

としても重要なものである。 
 また、἞山技術のᑟධによりこれまで以上に防災ຠ果の㧗い森林へ復旧することや、被災森林

植生の復旧に果ᶞをᑟධし、地域住民の生計向上を図るとともに࣑ࢥュニ࢕ࢸのࣞジリエンࢫの

強化につなげる取り組みは、JICA 地球環境部の防災࣏ジࣙࢩン࣌ーパーがᥖげる「より災害に強

い♫఍の構⠏」（%XLOG %aFN %HWWHU）の理ᛕに合⮴し、「防災の主流化」の取り組みとしても㧗く評

価できるものである。 
 
(�) 日中の཭ዲ関係ಁ㐍への㈉⊩ 
 本プロジェクトではẖ年日中཮方関係⪅による植ᶞ⚍が開ദされ、ᮾ日本大震災の発生᫬には

中国側が⩏援金を㞟めるなど、日中཭ዲ関係ಁ㐍の面でも本プロジェクトの果たしたᙺ๭は大き

いものがある。 
 なお、本プロジェクトでは JICA の技術協力プロジェクトのࢧイトにプロジェクトの᝟ሗがᥖ

㍕されていないため、≉に日本側に対するᗈሗが不༑分であると⪃えられる。プロジェクトのṧ

りの期間が㝈られてはいるが、今からでも࣍ー࣒࣌ージのබ開を始める等、日中཭ዲに関する積

極的な PR の取り組みがᚲ要ではないかとᛮわれる。 
 
(5) 今後の四川省における἞山事業の᥎㐍への␃ព事㡯 
 合ྠ⤊஢᫬評価ሗ࿌᭩にも記㍕しているが、中国政府は⌧ᅾ「林業἞山」を森林法をᨵṇして

制度化し、全国的に᥎㐍する方向で᳨ウを㐍めてはいる。これによるண⟬が確保されるまでの間、

プロジェクト⤊஢後の四川省における἞山事業は、その他の多様なண⟬を活⏝して㐍めࡊるをᚓ

ず、Ᏻ定的な㈈源が確保できているものではない。また、プロジェクト実施期間中はྠ省林業庁

国際合సฎが❆ཱྀとなっていた実施体制については、プロジェクト⤊஢後は関連部署により実施

することとされているが、⌧᫬Ⅼではල体的にはなっていない。 
 ྠ省林業庁㤿๪庁長は、今⯡ JCC でᨵゞされた上位目標を㐩成するព向を表᫂しており、こう

した幹部のࢵ࣑ࢥト࣓ントによりプロジェクト⤊஢後の἞山事業の積極的な⥅続はある⛬度期ᚅ

できるものの、JICA 中国事務所においては、プロジェクト⤊஢後の四川省林業庁等における活ື

の⥅続や実施体制の状況、国家林業局における制度化の㐍ᒎ状況の確ㄆ等、㐺ษなフ࢛ローアࢵ

プをお㢪いしたい。 
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(6) 長期ᑓ㛛家のຠ⋡的なᢞධについて 
 合ྠ⤊஢᫬評価ሗ࿌᭩でも指᦬されているが、本プロジェクトの๓༙においては、἞山タ計/
἞山施工の長期ᑓ㛛家の業務㔞が㐣大となり、プロジェクト㐠Ⴀ管理上のᙳ㡪が発生している。

結果的には他の 2 名のᑓ㛛家がᙜヱᑓ㛛家の業務をᨭ援することでプロジェクト活ືの実施自体

へのᙳ㡪は回㑊され、成果へのᝏᙳ㡪もฟていないが、本件は重要なᩍカとして受け止めるべき

である。 
 ල体的には、長期ᑓ㛛家 3 名が中国にᖖ㥔し、かつそれぞれが他のᑓ㛛家の指ᑟ分野について

もᨭ援できる人ᮦであったことにより、ᰂ㌾な対ᛂができたわけであり、期ᚅされる成果に見合

った㐺ษな規模・形態・内容のᢞධを今後の㢮ఝ案件においては᳨ウすべきである。 
 
㸴－２ ᯘ㔝ᗇᅋဨᡤឤ 

 今回の「四川省震災後森林植生復旧計画プロジェクト」合ྠ評価調査では、汶川県林業局、北

川県林業局の἞山施工地どᐹ及びC/P との面ㄯ、四川省林業庁との面ㄯ、中国側評価࣓ンࣂーと

の協㆟（国家林業局及び四川省林業庁等）にཧ加した。▷期間の㝈られた中での調査であったが、

C/P、長期ᑓ㛛家等の関係⪅との᥋ゐを通じての所ឤを㏙べさࡏていたࡔく。また、ಶ人的には

本プロジェクトの๓に四川省ᾴ山州で実施された「四川省森林造成モデル計画プロジェクト」の

造林ᢸᙜᑓ㛛家としてཧ加し、その際に⡆᫆἞山技術をᢸᙜした経⦋や 2008 年の四川大地震発生

┤後の日本政府調査ᅋにཧ加し、本プロジェクトのึ期立ࡕ上げにもᦠわった経験に照らしなが

ら㏙べさࡏていたࡔくことを⏦しῧえる。 
 

(1) 国家政策にもᙳ㡪を与えた「林業἞山」 
本プロジェクトは中国で実施してきたṔ௦の林業プロジェクトの中でも、国家⣭インパクト

としては大ኚ大きな成果があったとゝえる。 
἞山技術については、⚾がᑓ㛛家としてཧ加した四川省森林造成モデル計画プロジェクト

（2000 年～2007 年：四川省ᾴ山州）においても、プロジェクト㏵中からᙜ᫬のチーフリーダ

ーの発案により、⡆᫆἞山技術をᑟධして取り組ࡔࢇ経⦋がある。 
四川省ᾴ山州で実施したプロジェクトは、ඖࠎ、஝⇕Ἑ㇂地域（஝Ꮨはᬬく⵨発㔞が㧗い地

域）における造林技術の開発が目的であったが、造林技術ࡔけでは土ተ流ฟࢥントロールがᅔ

難であったため、プロジェクトᘏ長の㏣加ㄢ㢟に⡆᫆἞山技術を加え、地形・ഴᩳ等の状況に

ᛂじて造林技術と἞山技術をే⏝することが有ຠであることをモデル施工地の造成を通じて

証᫂することとなった。⚾は造林と἞山の୧方のᢸᙜとしてᦠわったが、≉に἞山に関しては

ⱞປしたᛮいฟが多く、C/P に἞山のᚲ要ᛶをゎくことから始まり、⌧ሙの 㔞・タ計、竹ᰙ

⏝の๭竹のస成、㕲⥺⡲のస成、植生土ᄞ⿄のస成などᮦᩱの調㐩・స成から施工まで、さま

 。ルを஌り㉺えて実施したことがᛮい起こされるࣈまなトラࡊ
ᾴ山州で実施した⡆᫆἞山はᾴ山州林業局が࣓インのであったこともあり、省林業庁、国家

林業局へのᙳ㡪はそれ࡯ど大きなものとはゝえなかったが、本プロジェクトは、四川大地震（汶

川地震）からの復旧・復興という国家主ᑟ的なプロジェクトであったこともあり、᭱⤊的には

中国森林法に「林業἞山」が㏣加されようとするまでに⮳ったことは大ኚ大きなインパクトで

あったとゝえる。 
今回の評価ᅋの中では今後のண⟬的な⿬௜けや人ᮦ⫱成の⥅続ᛶがᚰ㓄されるព見もあっ
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たが、日本でも᪂たな法制度がᑟධされる際はண⟬とࢵࢭトで㐍められることが多く、中国の

政策事᝟もそれとྠ様と⪃えれࡤ、「林業἞山」の法制化がᩚえࡤ、今後のண⟬௜けもᚲ然的

に確約されていくものと⪃えられる。 
 

(2) ⌧ሙCP の⇕ព 
評価ᅋでは汶川県、北川県の林業局C/P にインタࣅューを行ったが、その際にも強くឤじら

れたのは県林業局C/P の復旧・復興に対する⇕ពであった。 
プロジェクトᙜึは、市県林業局C/P の中にも震災で家᪘をኻい、被災⌧ሙに㏆࡙けない方

もおられたとのことであるが、ယしみを஌り㉺えて、プロジェクトへの積極的なཧ加・協力・

ಙ㢗がᚓられるようになったことがこのような㧗い成ຌにつながったものと⪃えられる。 
長期ᑓ㛛家からも、≉に࢟ーパーࢯンとなる⌧ሙ主௵的なC/P が、技術的な指ᑟࡔけでなく、

⌧ሙのまとめᙺとして㈐௵をもって施工管理を行うなど、㧗いリーダーࢵࢩプを発᥹してくれ

たことが、࣒ࢫーࢬなプロジェクトの㐍行につながったとのព見があった。 
 

(3) 日本技術のᾏእᒎ開へのྍ能ᛶ 
本プロジェクトで౑⏝した㗰〇フࣞー࣒ᯟ工の㈨ᮦは、᭱ึのモデル施工は日本からの㍺ධ

した㈨ᮦを౑⏝したとのことであったが、2 年目以㝆のモデル施工は中国の㗰ᮦ఍♫が日本࣓

ーカーとのライࢭンࢫዎ約により生産した㈨ᮦを⏝いて施工したとのことであった。プロジェ

クト⤊஢後においても、ライࢭンࢫዎ約により㗰〇フࣞー࣒ᯟ工⏝の㈨ᮦ౪⤥がྍ能な体制が

ṧされており、今後、独自に施工が行われるሙ合も、容᫆に㈨ᮦ調㐩ができるものと⪃えられ

る。 
201� 年 6 月にタ立された日本防災プラࢵト࣍ー࣒（JaSaQ %RVaL POaWIRUP：J%P）は、民間௻業・

政府・国際機関等の協力体制をᩜいて、連ᦠして日本の有する㧗い防災技術をᾏእᒎ開するこ

とを目的としている。本プロジェクトの取り組みは、日本௻業がᾏእで活ືをᒎ開する際のඃ

Ⰻ事౛にもなったと⪃えられる（経῭協力インフラᡓ␎఍㆟においても事౛⤂௓῭み）。 
2015 年 3 月には௝ྎ市において➨ 3 回ୡ⏺防災఍㆟が開ദされるண定であり、本プロジェク

トについても積極的にୡ⏺に発ಙしていくべきと⪃える。 
 

(�) 日中関係へのᙳ㡪 
今回の評価ᅋと୪行して四川省林業庁のண⟬で日本から 2 名のᑓ㛛家がᣍ⪸され、四川省林

業庁やྛ市県のⱑ⏿や林ሙで技術指ᑟにᙜたられていた。 
また、今回の四川省⁫ᅾの間に国家林業局ᢸᙜ⪅から国家林業局ண⟬で「林業἞山」に係る

ゼ日どᐹを実施したい᪨の要請があったことから、⌧ᅾ、201� 年 12 月に実施することで調ᩚ

を㐍めているとこࢁである。 
このような中国独自のືきは、㏆年の経῭成長のᙳ㡪の࡯か、「林業἞山」を森林法に取り

ධれるなど森林・林業分野への関ᚰが㧗まっていることにも関連していると⪃えられるが、こ

れまでは࡯とࢇど見られなかったことであり、JICA 技術協力を通じてᇵってきた日本の林業技

術に対するಙ㢗の⌧れと、これまでの長年にわたる対中国協力の成果のࡦとつとゝえる。 
ู㏵、国家林業局関係⪅とព見஺᥮したとこࢁ、ᙼらはᘬき続き日中協力を重どしており、

一᫬的なእ஺上のၥ㢟が発生したとしても、30 年に及ࡪ協力関係は⥅続していくべき、とのᛂ

－ 23 －



 
 

⟅であった。 
この他、እ務省、ᅾ中国日本大౑㤋による中国の林業行政関係⪅（約 35 名）をᣍ⪸する

「J(1(6<62.0」も 201� 年 12 月に計画されており、今後の森林・林業分野における日中関係の

ື向は、ྛ方面からもὀ目されている。 
 

(5) プロジェクト⤊஢後の対ᛂ 
本プロジェクトで実施した「林業἞山」は、ᾴ山州のプロジェクトで取り組ࡔࢇ⡆᫆἞山技

術に、ึṌ的な㏆௦土ᮌ技術を組み合わࡏたものであった。 
今回の評価においても、中国側からᘬき続きプロジェクトの⥅続をᮃむኌが多く⪺こえてき

たが、本プロジェクトで技術⛣㌿した἞山技術は⌧地の事᝟に合わࡏてᏳ価で有ຠな技術を㑅

ᢥして⤂௓したに㐣ࡂず、㧗度な技術や今回対㇟としなかった技術もまࡔ多ᩘᏑᅾしている。

今後、中国の「林業἞山」が᭦なる発ᒎを㐙げるためには、㧗度な施工技術へのᣮᡓ、施工ရ

㉁の向上、施工管理のຠ⋡化・పࢫࢥト化のࣁード技術の面ࡔけなく、日本の保Ᏻ林制度や山

地災害危険地༊制度など規制制度のようなࢯフト政策との連ᦠがᚲ要である。中国側もこのこ

とはㄆ㆑しており、今後もᘬき続き協力をᚓたいとのことであった。わが国が協力をồめられ

たሙ合、どのような形になるかはูにして、持続ᛶ・発ᒎᛶをᨭ援するព࿡でも、研修の受ධ、

ᑓ㛛家のὴ㐵等、ྍ能なものについては今後も積極的に対ᛂすることがᚲ要である。 
 
(6) その他 
 ⚾自㌟、2008 年の四川地震発生┤後の政府調査ᅋに林野庁からཧᅋしたが、ᙜึはパンダの森

林の生態系再生というᨭ援プランを中国側にᥦ案した記᠈がある。そのᥦ案したプランが「林業

἞山」という形にまで発ᒎしたことは、ึ 期ẁ㝵でᦠわった⪅としても大ኚ႐ࡤしいことであり、

ここに⮳るまでດ力されたᑓ㛛家や JICA 関係⪅のⓙ様のດ力にᚰからឤㅰ⏦し上げたい。 
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